














































































































forsitan et nostrum nomen miscebitur istis 
                                                   
1
 Cf. Ovid. Tristia 4.10. 53-54: successor fuit hic (sc. Tibullus) tibi, Galle, Propertius illi; / quartus 
ab his serie temporis ipse fui.、Ovid. Tristia. 5.1.17-19: aptior huic Gallus blandique Propertius oris, / 
aptior, ingenium come, Tibullus erit. / atque utinam numero non nos essemus in isto! 
2 
 
nec mea Lethaeis scripta dabuntur aquis     340 
atque aliquis dicet “nostri lege culta magistri 
carmina, quis partes instruit ille duas, 
deve tribus libris, titulus quos signat AMORVM, 
elige quod docili molliter ore legas, 
vel tibi composita cantetur EPISTVLA voce:    345 








まずここで carmina, quis partes instruit ille duas, (342)「この詩により師は男女両方に教えを授















                                                   
2
 このような「女性による恋愛エレゲイア詩」という特徴については、Fulkerson, L., The 





 なおこの 346の ignotum hoc aliis ille novavit opus という表現は、曖昧な表現としてしばし







quod licet, aut artes teneri profitemur Amoris 
—ei mihi, praeceptis urgeor ipse meis!—  20 
aut, quod Penelopes verbis reddatur Vlixi, 
scribimus et lacrimas, Phylli relicta, tuas, 
quod Paris et Macareus et quod male gratus Iason 
Hippolytique parens Hippolytusque legant, 
quodque tenens strictum Dido miserabilis ensem 25 
dicat et Aeolio Lesbis amata viro.  
quam cito de toto rediit meus orbe Sabinus 
scriptaque diversis rettulit ille locis! 
candida Penelope signum cognovit Vlixis, 
legit ab Hippolyto scripta noverca suo;  30 
iam pius Aeneas miserae rescripsit Elissae, 
quodque legat Phyllis, si modo vivit, adest; 
tristis ad Hypsipylen ab Iasone littera venit, 













                                                                                                                                                     
E., Ovid Heroides: select epistles. Cambridge 1995, 14-18、Kenney, E. J., Ovid Heroides: XVI-XXI. 







 ここでは、まず 21-26 において、第 1 歌「ペーネロペーからオデュッセウスへの手紙」・
第 2歌「ピュッリスからデーモポーンへの手紙」・第 5歌「オイノーネーからパリスへの手
紙」・第 11歌「カナケーからマカレウスへの手紙」・第 6歌「ヒュプシピュレーからイアー
ソーンへの手紙」／第 12 歌「メーデイアからイアーソーンへの手紙」・第 4 歌「パイドラ
ーからヒッポリュトスへの手紙」・第 10 歌「アリアドネーからテーセウスへの手紙」・第 7
歌「ディードーからアエネーアースへの手紙」・第 15歌「サッポーからパオーンへの手紙」
について言及している。そして 27-34では、オウィディウスの友人サビーヌスがこれらの「返
信」を創ったことについて述べている。ここでとりわけ、quam cito de toto rediit meus orbe 
Sabinus / scriptaque diversis rettulit ille locis! (27-28)「何と早く私のサビーヌスは世界中から戻
















                                                   
4 これと関連して、古典古代における書簡形式の作品（作中で言及される書簡も含む）が読
者に何らかの真実味を感じさせる効果については、Jenkins, T. E., Intercepted Letters. 
Epistolarity and Narrative in Greek and Roman Literature. Lanham 2006.が示唆に富む指摘を数
多くしている。 
5
 Mckeown, J. C., Ovid: Amores. Text, prolegomena and commentary. Vol. II: A commentary on 





















declamabat autem Naso raro controversias et non nisi ethicas. libentius dicebat suasorias. molesta 
illi erat omnis argumentatio.   (Seneca Major Controversiae 2.2.12) 
しかしオウィディウスはほとんど controversia を模擬弁論ですることはなかったし、する














                                                   
7
 Cf. Ovid. Tristia 4. 10. 15-18: protinus excolimur teneri, curaque parentis / imus ad insignes Vrbis 
ab arte viros. / frater ad eloquium viridi tendebat ab aevo, / fortia verbosi natus ad arma fori; 
8
 cf. Quint. I. O. 3. 8. 49: ideoque longe mihi difficillimae videntur prosopopoeiae, in quibus ad 
relicum suasoriae laborem accedit etiam personae difficultas: namque idem illud aliter Caesar, aliter 
Cicero, aliter Cato suadere debebit. utilissima vero haec exercitatio, vel quod duplicis est operis vel 
quod poetis quoque aut historiarum futuris scriptoribus plurimum confert: verum et oratoribus 
necessaria. Quint. I. O. 3. 8. 53: neque ignoro plerumque exercitationis gratia poni et poeticas et 
historicas, ut Priami verba apud Achillem aut sullae dictaturam deponentis in contione.  
9
 とりわけ、ethopoeia の定義については Russelの、“‘representation of character’, esp. the 
composition of ‘the words that X might speak’ (οὓς ἂν εἶποι λόγους) in a given situation:”という




弁論をする」suasoria には、このような ethopoeia (prosopopoeia)が要素として含まれている。
さらに controversia にもそのような「特定の人物になりきること」が導入されることもあっ
た10。このことを踏まえると、上述の大セネカの証言における「ethosに関わる controversia」
も、そのような ethopoeia が導入された controversia ということであり、オウィディウスは
controversia においても「特定の人物になりきること」を好んでいたのだと解釈できるだろ
う。 
また ethopoeiaには、「手紙を書くこと」も含まれていたことが progymnasmata 文献から窺
える11。このことからも『名高き女たちの手紙』は、declamatio として suasoria の要素を色







またメーデイアは『名高き女たちの手紙』第 12 歌で扱われると共に『変身物語』7. 11-71
も彼女によるモノローグである。さらに、『名高き女たちの手紙』では「異国からの来訪者
に援助しながらも最終的に見捨てられた女性」が手紙を書くという状況がいくつかある（第













                                                                                                                                                     
で定義の仕方に若干の違いがある。 
10
 Quint. I. O. 3. 8. 52: quae omnia possunt videri prosopopoeiae, quam ego suasoriis subieci quia 
nullo alio ab his quam persona distat: quamquam haec aliquando etiam in controversias ducitur quae 
ex historiis compositae certis agentium nominibus continentur. 
11
 Theon Progymnasmata 10: ὑπὸ δὲ τοῦτο τὸ γένος τῆς γυμνασίας πίπτει ... τὸ τῶν 
















のである。このような傾向の研究において重要な先行研究文献は、D. F. Kennedy, The 
epistoraly mode and the first of Ovid’s Heroides. Classical Quarterly 34 (1984), 413-422.と、A. 
Barchiesi, Narrativià e convenzione nelle Heroides. Materiali e Discussioni 19 (1987), 63-90.（Id., 










（Her. 1. 37-38）、『オデュッセイア』17. 107-149でテーレマコスがペーネロペーにそのよう
な報告をした後の時点で書かれた手紙であることが分かる。この時点は、ペーネロペーの
求婚者たちを誅殺するためにオデュッセウスがクレータからの客人を装い館に戻ってきて
いるというものである。そして Her. 1 でペーネロペーは、自分のこの手紙を誰であれ来客
に託す、ということを述べる（Her. 1. 59-62）ため、この手紙が渡されるのはまさに客人を
装い館に戻ったオデュッセウス本人であるということである13。 
                                                   
12
 このような評価についてしばしば言及されるものとして、Wilkinson, L. P., Ovid Recalled. 
Cambridge, 1955, 106. またこのような評価の経緯は、Kennedy, D. F., Epistolarity: the Heroides. 
in The Cambridge Companion to Ovid, ed. P. Hardy, Cambridge, 2002, 217-232, 219-220にまとめ
られている。 
13





としては、P. E. Knox, Ovid Heroides: select epistles. Cambridge 1995と E. J. Kenney, Ovid 
Heroides: XVI-XXI. Cambridge 1996 を挙げることができる14。 
 また、このような intertextualな観点を一歩進めて、『名高き女たちの手紙』の手紙の書き
手が「相互に『名高き女たちの手紙』中の他の書き手の手紙を読んでいる」とする上で作
品の解釈を試みるものもある。その代表的なものが、L. Fulkerson, The Ovidian Heroine as 






















                                                                                                                                                     
高き女たちの手紙』の特徴を Barchiesiは“The poetics of the Heroides suggest, more simply, that 
new windows can be opened on stories already completed.”と評している（A. Barchiesi, Speaking 
Volumes. London 2001, 31.） 
14
 このうち、Knox のテクストとコメンタリは、単独書簡のうち第 15歌「サッポーからパ
オーンへの手紙」を除いて、作品が真作であるかどうかが疑われたことのないものを取り












作品分析の一つの切り口となる15。このような方向性での先行研究としては、S. H. Lindheim, 














1）である。Kennedy, art. cit.や高橋宏幸, 前掲論文により、Her. 1 は、影響力ある先行作品
たるホメーロス『オデュッセイア』での表現・内容を極めて巧みに取り込んだものであり、
またペーネロペーの人物造形は『オデュッセイア』を踏まえながらも独自のものとなって
いるということが明らかにされた。そのようにして Her. 1 の特質が明らかにされたのと同
様の視点で、Her.中の他の単独書簡においても検討を進めていく。 




                                                   








ッセイア』を先行作品とする Her. 1 と同様に、オウィディウスが先行作品との関連でいか
にして Her.を創り上げたのかを解明するのに Her. 4 と Her. 12は格好の題材となっている。
そこで第 1 章では Her. 4 がいかにしてエウリーピデース『ヒッポリュトス』を取り込んで
いるのかを、第 3章では Her. 12がいかにしてエウリーピデース『メーデイア』を取り込ん
でいるのかを検討し、またそれぞれの書き手がどのようなものとして描かれているかとい
う側面から手紙の特質の検討をする。 
また第 2 章で第 9 歌「デーイアネイラからヘーラクレースへの手紙」（Her. 9）を、第 4
章で第 13歌「ラーオダメイアからプローテシラーオスへの手紙」を取り上げる。この Her. 

































西井奨「恋と復讐の二つの炎 ――オウィディウス『名高き女たちの手紙』第 12 歌におけ
るメーデイア」2010 年度 大阪大学大学院文学研究科共同研究 成果報告書『神話表象の












































                                                   
1








しない。なお、これらの散逸した作品については Barrett, W. S., Euripides Hippolytos. Oxford 
1964, 1-45参照）。Her. 4はこれらのいずれか一方だけの影響下にあるのではなく、三作品の













































































が主流なものとなっている11。たとえば、手紙冒頭の perlege, quodcumque est: quid epistula 
                                                   
6
 本論文序章, 4-6。 
7
 cf. Knox, P. E., Ovid: Heroides. Select Epistles. Cambridge 1995, 14-18。 
8
 ただし、Her. 4に関しては、このような研究としてGiomini, R., Anocora sulla struttura retorica 
nelle Heroides ovidiane: l’epistola di Fedra a Ippolito. Cultura e lingue classiche 3 (1993), 347-358.
がある。この文献については本章執筆後に知ったので筆者の調査不足ではあるのだが、本










Barrett, op. cit., 1-45）。 
11


















トスの拒絶の様子は、Her. 4 の先行作品であり現存する Eur. Hip.から知ることができる。こ
こでは特に、パイドラーの気持ちを乳母がヒッポリュトスに告白して、それをヒッポリュ
                                                                                                                                                     
(1980), 110-29、 Davis, P. J., Rewriting Euripides: Ovid, Heroides 4. Scholia 4 (1995), 41-55、 
Casali, S., Strategies of tension (Ovid, Heroides 4). PCPhS 41 (1995), 1-15. また Nanni, F., P. 
Ovidii Nasonis Heroidum epistula IV, Phaedra Hippolyto, testo, traduzione e commento. Ph. D. Diss. 
Univ. of Parma 2008 は浩瀚なコメンタリであるが、これも概ねそのような観点からのコメン
タリが付されている。 
12
 Jacobson, op. cit., 145-6、Davis, art. cit., 41、Casali, art. cit., 1-2, 5、Barchiesi, A., Future 
Reflexive: Two Modes of Allusion and the Heroides. in Speaking Volumes. Narrative and intertext in 
Ovid and other Latin poets. 2001 London, 105-27 (=HSCPh 95 (1993), 333-65), esp.108. また Her. 






いる。cf. Reinach, S., Répertoire de peintures grecques et romaines. Editions Ernest Leroux 1922., 
209., Lexicon Iconographicum Mythologiae Classicae. vol.5.2. Zürich 1990, 319。これらの美術作
品によって、散逸した悲劇作品にもこのような場面があったといえるのか、ということに
ついては意見が分かれているが（cf. Jacobson, op. cit., 146, n.11., Barrett, op. cit., 37, n.2., 
Sommerstein, A. H., F. David and T. Talboy, Sophocles: selected fragmentary plays with 










トスが拒絶するという一節である Eur. Hip. 565-669がそうである。Her. 4をヒッポリュトス
が読むとするならばその際の拒絶の様子はこのEur. Hip. 565-669から想定することができる。










2. Her. 4の構成と内容における弁論術的特質 
2. 1. 弁論の分類と Her. 4 
 
 古典弁論術では、弁論の種類（genus）は大きく三つに分類されている。それは法廷弁論・









（honestas）あっての utilitasである」ということである17。これら utilitasと dignitas・honestas
                                                   
15
 Cic. De Inv. 1. 7. 10-8. 1: Aristoteles autem, qui huic arti plurima adiumenta atque ornamenta 
subministravit, tribus in generibus rerum versari rhetoris officium putavit, demonstrativo, 
deliberativo, iudiciali. demonstrativum est, quod tribuitur in alicuius certae personae laudem aut 
vituperationem; deliberativum, quod positum in disceptatione civili habet in se sententiae dictionem; 
iudiciale, quod positum in iudicio habet in se accusationem et defensionem aut petitionem et 
recusationem. et, quemadmodum nostra quidem fert opinio, oratoris ars et facultas in hac materia 
tripertita versari existimanda est. 
16
 Quint. I. O. 3. 8. 6: pars deliberativa, quae eadem suasoria dicitur, de tempore futuro consultat, 
quaerit etiam de praeterito. officiis constat duobus suadendi ac dissuadendi. 
17
 Cic. De Part. Orat. 83. 6-8: C.P.: Est igitur in deliberando finis utilitas, ad quem omnia ita 
referuntur in consilio dando sententiaque dicenda …  Cic. De Inv. 2. 156. 3-5: in deliberativo autem 
Aristoteli placet utilitatem, nobis et honestatem et utilitatem, …  Cic. De Orat. 2. 334: Ergo in 
suadendo nihil est optabilius quam dignitas;  Quint. I. O. 3. 8. 1: Deliberatiuas quoque miror a 












[2] 自分が Hip.への恋に落ちた経緯について（7-84） 














おいては、挨拶と、手紙を読むことへの促しをする。ここではまず、1: Qua, nisi tu dederis, 
                                                                                                                                                     
Ciceronis sententia, qui hoc materiae genus dignitate maxime contineri putat. Nec dubito quin ii qui 
sunt in illa priore sententia secundum opinionem pulcherrimam ne utile quidem nisi quod honestum 
esset existimarint.   
18
 キケロー『弁論術の分析』では次のように principium, narratio, confirmatio, peroatio の 4つ
が示されている。Cic. De Part. Orat. 4. 1-4: C. F.: Quid? orationis quot sunt partes?  C. P. : 
Quattuor. Earum duae valent ad rem docendam, narratio et confirmatio, ad impellendos animos duae, 
principium et peroratio. さらにキケロ 『ー発想論』では、Cic. De Inv. 1. 19. 25-27: eae partes sex 
esse omnino nobis videntur: exordium, narratio, partitio, confirmatio, reprehensio, conclusio. とい
うように 6つ挙げられている。ここでは partitio「分析」と reprehensio「反駁」が加えられ
ているが、これらはそれぞれ narratioと confirmatio に付随するものである。 
19
 Cic. De Inv. 1. 20. 1-3: Exordium est oratio animum auditoris idonee comparans ad reliquam 
dictionem: quod eveniet, si eum benivolum, attentum, docilem confecerit. また Cic. De Part. Orat.  
28-30, De Orat. 2. 80。なおキケローはこれらのことは序言に限ったものでなく、弁論全体に
なければならないものであるとも指摘している（De Orat. 2. 81-82）。 
19 
 










リュトスの好意を得ようとするものであるといえる20。このように Her. 4の第 1パラグラフ
には、弁論における序言に則った形での言述がなされている。 
 
















                                                   
20
 また 2行目の Cressa puella という表現も、自分自身を人妻ではなくこのような一少女で
あると示すことで、ヒッポリュトスの好意を得ようとするものであると思われる。 
21
 Cic. De Part. Orat. 31. 3: narratio est rerum explicatio…Cic. De Inv. 1. 27. 1-2: Narratio est 
rerum gestarum aut ut gestarum expositio. 
22
 Cic. De Part. Orat. 31. 3: Probabilis autem erit... si cuiusque facti et eventi causa ponetur: si 
testata dici videbuntur, si cum hominum auctoritate, si cum lege, cum more, cum religione 
coniuncta: si probitas narrantis significabitur, si antiquitas, si memoria, si orationis veritas, et vitae 
fides.  Cic. De Inv. 1. 29. 13-22: Probabilis erit narratio, …si causae factorum exstabunt; …si res ... 
















2. 2. 3. 立証としての Her. 4. 85-146 
 
 陳述に続くのが立証である。これは論証によって自分の主張に信用と権威と根拠を得さ













                                                   
23
 Cic. De Inv. 1. 29. 13-16: Probabilis erit narratio, …si personarum dignitates servabuntur; 
24
 Cic. De Inv.1. 34. 1-3: Confirmatio est, per quam argumentando nostrae causae fidem et 
auctoritatem et firmamentum adiungit oratio. 
25





 Cic. De Inv.1. 49. 5-8: conlatio est oratio rem cum re ex similitudine conferens. exemplum est, 















スは dignitasや honestasの重要性を強調しているが、この utilitas自体を目指すこと自体は審
議弁論の目的に適ったものである28。以上のように Her. 4の第 3パラグラフには、弁論にお
ける立証に則った形での言述がなされている。 
 










が挙げられる32。さて、Her. 4. 147-176の内容は、立証に相当する 85-146の後になされるも
                                                   
27
 Cic. De Inv.1. 48. 6-9: credibile est, quod sine ullo teste auditoris opinione firmatur, hoc modo: 
“nemo est, qui non liberos suos incolumes et beatos esse cupiat.”   
28
 この 137-146 が Eur. Hipでの表現・内容と結び付く。これについては後述する。 
29
 cf. Cic. De Orat. 2. 80. ここでは拡充（amplificatio）については ornandi aut augendi causa 
digredi「装飾したり敷衍したりするために逸れること」とされている。 
30




 Cic. De Orat. 3. 106. 7-107. 1: quibus uti confirmatis criminibus oportet, aliter enim ieiuni sunt 
atque inanes;  Cic. De Inv. 2. 48. 1: quo loco nisi perorata causa non est utendum;  










れらのうちのいくつかがHer. 4. 147-176で用いられていると予想される。まず 147-176では、















                                                   
33
 Cic. De Inv. 1. 98. 1-3: Conclusio est exitus et determinatio totius orationis. haec habet partes 
tres: enumerationem, indignationem, conquestionem. 
34
 Cic. De Inv. 1. 106. 3-8: Conquestio est oratio auditorum misericordiam captans. in hac primum 
animum auditoris mitem et misericordem conficere oportet, quo facilius conquestione commoveri 
possit. id locis communibus efficere oportebit, per quos fortunae vis in omnes et hominum infirmitas 
ostenditur; 
35
 Cic. De Inv. 1. 106-109. 
36
 Cic. De Inv. 1. 109. 16-18: quartus decimus, qui per obsecrationem sumitur; in quo orantur modo 
illi, qui audiunt, humili et supplici oratione, ut misereantur. 
37
 Cic. De Inv. 1. 107. 10-12: quartus, per quem res turpes et humiles et inliberales proferentur et 
indigna aetate, genere, fortuna pristina, honore, beneficiis, quae passi perpessurive sint. 
38
 176行行頭の読みについては、P 写本の perlegis etや、E. J. Kenneyの conjectureの qui legis 
etという読みが主流であるが、本章では G 写本の perlege etという読みおよび Bentley 
(Heidicke, E., Studia Bentleiana. V. Ovidius Bentleianus. Freienwald 1905), Hunt (Hunt, J. M., 
Review: P. Ovidii Nasonis "Epistulae Heroidum" by Henricus Dörrie. CP 70. 3 (1975), 215-224), 
Casali (Casali, art. cit.)らの支持から perlege sedという読みを採用する。この perlegeの方が、
「嘆願」の文脈に即し、なおかつ 3行目の perlegeとも ling composition 的に対応すると考え
られるからである。なおこの箇所の読みについては、Ramírez de Verger, A., On Ovid, Heroides 
4.175-6. Mnemosyne 58(2005), 429-31が問題点を分かりやすくまとめている。 
23 
 





3. Her. 4における Eur. Hip.の表現・内容との対応と、「弁論術」の要素との関連 
3. 1. Eur. Hip.における表現との対応 
 
 さて Her. 4には、Eur. Hip.の表現と対応する表現があることが随所において観察される。
これには、Her. 4が Eur. Hip.の表現を直接取り込んだのか、あるいは Eur. Hip.と共通の源泉
となる作品から取り込んだのかは確定することはできない40。本節では議論を進める上での
前提として、Her. 4が Eur. Hip.の表現・内容と対応が見られるとして、その箇所を確認し、
Her. 4は先行作品を取り込むという傾向があることを踏まえておく。 






πῶς ἂν δροσερᾶς ἀπὸ κρηνῖδος 
καθαρῶν ὑδάτων πῶμ’ ἀρυσαίμαν,  
ὑπό τ’ αἰγείροις ἔν τε κομήτῃ 
λειμῶνι κλιθεῖσ’ ἀναπαυσαίμαν;   
… 
πέμπετέ μ’ εἰς ὄρος· εἶμι πρὸς ὕλαν    215 
καὶ παρὰ πεύκας, ἵνα θηροφόνοι  
στείβουσι κύνες 
βαλιαῖς ἐλάφοις ἐγχριμπτόμεναι·  
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 このような手紙の書き手の涙についての言及は、本来手紙の冒頭でなされるのがふさわ












πρὸς θεῶν, ἔραμαι κυσὶ θωΰξαι  
καὶ παρὰ χαίταν ξανθὰν ῥῖψαι    220 
Θεσσαλὸν ὅρπακ’, ἐπίλογχον ἔχουσ’ 
ἐν χειρὶ βέλος.      
… 
δέσποιν’ ἁλίας Ἄρτεμι Λίμνας 
καὶ γυμνασίων τῶν ἱπποκρότων,  
εἴθε γενοίμαν ἐν σοῖς δαπέδοις, 













δύστηνος ἐγώ, τί ποτ’ εἰργασάμην;  
ποῖ παρεπλάγχθην γνώμης ἀγαθῆς;   
ἐμάνην, ἔπεσον δαίμονος ἄτῃ.  
φεῦ φεῦ, τλήμων. 
μαῖα, πάλιν μου κρύψον κεφαλήν, 
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ὦ τλῆμον, οἷον, μῆτερ, ἠράσθης ἔρον, 
… 
σύ τ’, ὦ τάλαιν’ ὅμαιμε, Διονύσου δάμαρ, 
… 
τρίτη δ’ ἐγὼ δύστηνος ὡς ἀπόλλυμαι. 
… 










τὸ δεύτερον δὲ τὴν ἄνοιαν εὖ φέρειν  
τῷ σωφρονεῖν νικῶσα προυνοησάμην.  (Eur. Hip. 397-398) 
二番目には、女の操を想ってはこの煩悩に克とうとしてみました。 
 
 これらの表現の対応から、Her. 4は少なくとも、Eur. Hip.から直接か、あるいは Eur. Hip.
と共通する源泉から表現・内容を取り込んでいることが分かる。 
  






 σοφὴν δὲ μισῶ· μὴ γὰρ ἔν γ’ ἐμοῖς δόμοις  
 εἴη φρονοῦσα πλείον’ ἢ γυναῖκα χρή. 
 τὸ γὰρ κακοῦργον μᾶλλον ἐντίκτει Κύπρις 
 ἐν ταῖς σοφαῖσιν· ἡ δ’ ἀμήχανος γυνὴ 
26 
 









δέδοιχ’ ὅπως μοι μὴ λίαν φανῇς σοφή.   (Eur. Hip.518) 
でもお前があんまり賢しいことをしはしないかと、恐れるのです。 
 





明確に述べているわけではないし、また σοφός や σοφή という語が必ずしも弁論や弁論家
と結び付くわけではない。しかし自分の恋心を伝えて男女関係を結ぼうと申し寄る手紙に、
弁論術の手法を凝らすのはまさに「賢しい」というに相応しいものであり、結局そのこと






disce bonas artes, moneo, Romana iuventus,   
  non tantum trepidos ut tueare reos;   460  
quam populus iudexque gravis lectusque senatus,   
  tam dabit eloquio victa puella manus.   
sed lateant vires, nec sis in fronte disertus;   
  effugiant voces verba molesta tuae.   
quis, nisi mentis inops, tenerae declamat amicae?  465  




















ここで Her. 4についての議論に戻るなら、この Her. 4は本章 2で検討したようにまさに




3. 3. ヒッポリュトスの嫌悪の triggerとしての Her. 4の表現 
 










καὶ μὴν σαφῶς γε τὴν κακῶν προμνήστριαν,  
τὴν δεσπότου προδοῦσαν ἐξαυδᾷ λέχος.  (Eur. Hip. 589-590) 
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ὡς καὶ σύ γ’ ἡμῖν πατρός, ὦ κακὸν κάρα, 
λέκτρων ἀθίκτων ἦλθες ἐς συναλλαγάς·  (Eur. Hip. 651-652) 
現に今もこのおれに、触れてはならぬ父上の閨に誘いをかけた不埒者め。 
 
 このように Eur. Hip.におけるヒッポリュトスが、乳母を介したパイドラーの恋心の告白を
拒絶するにあたって、その告白内容から怒りを大きく感じた部分が、「父テーセウスの寝床
を汚すこと」なのである。 





nec labor est celare, licet peccemus, amorem; 
  cognato poterit nomine culpa tegi. 
viderit amplexos aliquis, laudabimur ambo: 
  dicar privigno fida noverca meo.   140 
non tibi per tenebras duri reseranda mariti 
  ianua, non custos decipiendus erit; 
ut tenuit domus una duos, domus una tenebit; 
  oscula aperta dabas, oscula aperta dabis; 
tutus eris mecum laudemque merebere culpa,  145 












 これは Her. 4 中で「父テーセウスの寝床を汚すこと」について最もあからさまに言及す
るものである。この一節に対して、先に引用した Eur. Hip. 589-590, 651-652でのヒッポリュ
トスの拒絶の言葉を踏まえるなら、この Her. 4. 137-146は最もヒッポリュトスが受け容れが
たい内容のものになっているといえる。さらにこの一節は、本章 2. 2. 3で検討したように、
dignitas や honestas のない、ただ utilitas だけを目指した弁論に相当するものとなっている。
それまでの陳述に相当する 7-84や、立証に相当する部分の前半の 85-136では、dignitas43を
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1. 第 9 歌「デーイアネイラからヘーラクレースへの手紙」の問題と本章の視座 
 
 オウィディウス『名高き女たちの手紙』第 9 歌（Her. 9）は、ヘーラクレースの妻デーイ
アネイラが夫ヘーラクレースに宛てた手紙という形の作品であり、エレゲイア詩形で全 168




















 一方、Her. 9 の内容もこの作品と概ね並行するものとなっている。この手紙を書いたデー
                                                 
1
 以下に示す Her. 9 の背景は、バッキュリデース『祝勝歌』第 5 歌・ソポクレース『トラー
キーニアイ』（Soph. Trach.）・アポロドーロス『ギリシア神話』2. 4. 4 - 2. 7. 7・オウィディウ
ス『変身物語』（Ovid. Met.）9. 1-272 での叙述から再構成したものである。なお、さらなる
背景の詳細については、本論文末に掲載している、Her. 9 の解題を参照されたい。 
2












中でヘーラクレース瀕死の報が届く（143ff.）、ということである。このため Her. 9 は、1-142
における箇所から、その報せを受けての 143-168 の箇所で、手紙を書くデーイアネイラの目
的意識も変化している。 
ここで、Her. 9 の全体を便宜上パラグラフに分けると、次のように大きく 5 つのパラグラ
フにまとめることができる。 
 
[1] 手紙の導入：Herc.が陥落した国の王女 Iole に夢中だと伝え聞いたこと（1-26） 
[2] Herc.の妻としての苦悩と、Herc.の身の危険についての心配（27-46） 
[3] Herc.の女性関係、特に Omphale に仕えていた時のこと（47-118） 
[4] 自分の眼前に連れて来られた Iole の存在（119-142） 
[5] Herc.瀕死の報を受けて、自分がとるべき行動（143-168） 
 
さて Her. 9 には、問題として指摘されてきている点が二つある。第一の問題は次のよう
なものである。このデーイアネイラの手紙は、第 1 パラグラフ（1-26）と第 4 パラグラフ
（119-142）での内容から、そもそもはヘーラクレースがイオレーに執心していることに対
する非難を目的として書き出されたものであることが分かる。それにもかかわらず、この










瀕死の報が届いたのを述べてから、impia quid dubitas Deianira mori?「不実なデーイアネイラ
よ、何故お前は死をためらうのですか。」という表現を 4 度に渡って（146, 152, 158, 164）
用いる。このような 4 度現われる同一表現は、リフレインの技法が用いられているもので
                                                 
4
 Vessey, D. W. T. C., Note on Ovid, Heroides 9, Classical Quarterly, 68 (1969), 349-361, 350-355. 
またこれら Her. 9. 55-118 を削除する校訂案もある。cf. Shuckburgh, E. S., Ovid: Heroides XIII. 
London 1879, 1885², ad loc. 
5
 Jacobson, H., Ovid's Heroides. Princeton 1974, 238-241. 
6






の歌』（Amores）第 1 巻第 6 歌で用いている8。しかし、Her. 9 はエレゲイア詩形で書かれて
いても「手紙」という体裁をとる以上、リフレインの技法が用いられるのは不適切である















                                                 
7
 Theoc. Idyl. 1, 2, Bion Epitaph. Adon., Mosch. Epitaph. Bion, Catul. Carm. 45, 52, 61, 62, 64, 
Verg. Ecl. 8.  
8
 Ovid. Amores 1. 6 では、恋人の家を訪れる語り手が門番に呼びかける形で、tempora noctis 
eunt: excute poste seram!「夜の時間は過ぎていく。門から閂を振り落とせ」という表現が 5
度繰り返される（24, 32, 40, 48, 56）。 
9
 このような Her. 9 におけるリフレインの否定的な評価は、Her. 9 が偽作であるとの根拠に
もされてきた。cf. Courtney, E., Ovidian and Non-Ovidian Heroides. Bulletin of the Institute of 
Classical Studies, 12 (1965), 63-66, esp. 66., Vessey, art. cit., 354. 
10




 Bolton, art. cit., 434-435, esp, 435:“Ovid has chosen to solve this dilemma by using a refrain, a 
daring and innovative attempt to play with the norms of the epistolary form.” 
12
 Barchiesi, A., Speaking Volumes: Narrative and Intertext in Ovid and Other Latin Poets. London 
2001.111-112, Casali, S., P. Ovidii Nasonis Heroidum Epistula IX: Deianira Herculi. Firenze 1995, 
201. 
13
 以下の全 4 行からなる。quid est, Catulle? quid moraris emori? / sella in curuli struma Nonius 
sedet, / per consulatum peierat Vatinius: / quid est, Catulle? quid moraris emori? 
14
 Jolivet, J. -C., Allusion et fiction épistolaire dans les Héroïdes: Recherches sur l'intertextualité 
Ovidienne. Paris-Rome 2001, 204-205. 
15










第 4 パラグラフについて検討し、そしてその第 4 パラグラフの叙述のために直前の第 3 パ
ラグラフの内容がどのように機能しているかを明確にする。次いでヘーラクレース瀕死の
報が届いてからの第 5 パラグラフ 143ff.での叙述も、直前の第 4 パラグラフを受けたもので
あり、デーイアネイラの一貫した関心に基づいて叙述がなされているということを示す。




2. 1. 第 1 パラグラフにおけるデーイアネイラの関心内容 
 
Her. 9 の冒頭は、以下のようになっている。 
 
Gratulor Oechaliam titulis accedere nostris, 
  victorem victae succubuisse queror. 
fama Pelasgiadas subito pervenit in urbes 
  decolor et factis infitianda tuis, 
quem numquam Iuno seriesque immensa laborum 5 








る形で述べられているということである。まず 1-2 では titulis (1)という語からも分かるよう
に、「オイカリアーを攻略したこと」がヘーラクレースにとっての「名誉」である。そして
このことに対置する形で、「敗者の女（イオレー）に屈したこと」が述べられており、その
                                                 
16 以下、本稿で引用する Her. 9 の邦訳は、筆者による訳である。底本には Rosati, G., Ovidio: 



















quid nisi notitia est misero quaesita pudori, 












2. 2. イオレーとデーイアネイラ 
 
 次に、イオレーについての話題という点で第 1 パラグラフと内容が共通している第 4 パ







dat vultum populo sublimis ut Hercule victo: 
  Oechaliam vivo stare parente putes.  130 
forsitan et pulsa Aetolide Deianira 








となることである。このような表現は、第 1 パラグラフの終わりにおいても、 
 
quem non mille ferae, quem non Stheneleius hostis,  














 そしてこの 129-132 に続き、デーイアネイラは次のように自分のことについて述べる。 
 
me quoque cum multis, sed me sine crimine amasti: 
  ne pigeat, pugnae bis tibi causa fui. 
cornua flens legit ripis Achelous in udis 
  truncaque limosa tempora mersit aqua;       140 
semivir occubuit in letifero Eveno 
37 
 















そしてこの正妻である自分は、pugnae bis causa (138)「二つの戦いの原因」となったこと、
すなわち、デーイアネイラを妻として得るためにヘーラクレースが河神アケローオスを倒






いて「後悔なさることになりませんように」（ne pigeat (138)）と述べるのは、第 1 パラグラ
フにおいて、 
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se quoque nympha tuis ornavit Iardanis armis  
  et tulit e capto nota tropaea viro. 
… 
qua tanto minor es, quanto te, maxime rerum, 












一方、この第 3 パラグラフに連なる第 4 パラグラフの始めでは、 
 
haec tamen audieram; licuit non credere famae, 
  et venit ad sensus mollis ab aure dolor.       120 
ante meos oculos adducitur advena paelex, 





                                                 
19
 cf. Her. 9. 109-110:「あなたの功績を計る尺度は、彼女に移っているのです。財産を彼女
に譲りなさい。その愛人があなたの誉れの相続人なのですから。」 
20

















































vir mihi semper abest, et coniuge notior hospes 
  monstraque terribiles persequiturque feras. 
ipsa domo vidua votis operata pudicis  35 










打ち負かされること」への心配を、続く第 3 パラグラフの始めで、 
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た状況は、3 行目の fama に基づいて行動を採るデーイアネイラに 144 行目の fama が状況の
逆転をもたらす、という形で展開されているのである24。 
 
3. 2. リフレインについて(1): 自害という発想に至るには 
 




sed quid ego haec refero? scribenti nuntia venit 
  fama, virum tunicae tabe perire meae. 
ei mihi! quid feci? quo me furor egit amantem?  145 
  impia quid dubitas Deianira mori? 
an tuus in media coniunx lacerabitur Oeta, 
  tu sceleris tanti causa superstes eris? 
ecquid adhuc habeo facti, cur Herculis uxor 













pugnae bis causa (138)「二度の戦いの原因」であるとして、ヘーラクレースの武勇によって
得られた「名誉」と関連付けて自分のことを表現していた。一方でこの 143-150 では、自分
のことを sceleris tanti causa (148)「これほど大きな災難の原因」というように、「ヘーラクレ









イラは、第 2 パラグラフ（27-46）において、ヘーラクレースが infestus hostis (36)「害意あ
る敵」によって「身体的に打ち負かされること」を心配していた。そしてこの 143-150 にお
いて自分を impia Deianira (146)「不実なデーイアネイラ」と表現するのは、まさにこの infestus 
hostis (36)に相当するものである。これらの表現からデーイアネイラは 143-150 において、
自分自身がヘーラクレースにとっての「不名誉」たる存在になりつつあるとみなしている
のである。 








誉」もまたデーイアネイラ自身だからである。すなわちここで、ecquid adhuc habeo facti25, cur 
Herculis uxor / credar? coniugii mors mea pignus erit. (149-150)「私がヘーラクレースの妻と信じ
られるために、今なお一体何を私はなすべきでしょうか――妻の証となるのは、私が死ぬ
ことなのです。」と、自分を「ヘーラクレースの妻」（Herculis uxor）と述べるのは、先の第
4 パラグラフの 137-142 で提示したのと同様の、ヘーラクレースにとっての「名誉」たる者




害を決意する（coniugii mors mea pignus erit (150)）のである。 
  






                                                 
25
 ここでの factum (149)は、「デーイアネイラの行為」という、この文脈での意味の他に、





tu quoque cognosces in me, Meleagre, sororem! 




















 また続く 153-158 も、このメレアグロスへの言及と同質のものであると思われる。 
 
heu devota domus! solio sedet Agrios alto; 
  Oenea desertum nuda senecta premit; 
exulat ignotis Tydeus germanus in oris;   155 
  alter fatali vivus in igne fuit; 
exegit ferrum sua per praecordia mater. 
                                                 
26
 Bacchylides Epinicians 5. 165-175: “ἦ ῥα τις ἐν μεγάροις / Οἰνῆος ἀρηϊφίλου / ἔστιν 
ἀδμήτα θυγάτρων, / σοὶ φυὰν ἀλιγκία; / τάν κεν λιπαρὰν ἐθέλων θείμαν ἄκοιτιν.” / τὸν 
δὲ μενεπτολέμου / ψυχὰ προσέφα Μελεά- / γρου: “λίπον χλωραύχενα / ἐν δώμασι 
Δαϊάνειραν, / νῆϊν ἔτι χρυσέας / Κύπριδος θελξιμβρότου.” 
27
 なお Ovid. Met.では、Met. 9.1-272 におけるヘーラクレースとデーイアネイラのエピソー
ドにおいて、デーイアネイラはイオレーに厳しく対処することについて考えを巡らせなが
ら、自らがメレアグロスの妹であることに言及する（9. 149-151: quod si me, Meleagre, tuam 

























deprecor hoc unum per iura sacerrima lecti, 
  ne videar fatis insidiata tuis.    160 
Nessus, ut est avidum percussus harundine pectus, 
  ‘hic’ dixit ‘vires sanguis amoris habet.’ 
illita Nesseo misi tibi texta veneno. 






                                                 
28
 cf. Casali, op. cit. ad loc. なお、このような母の自殺に倣うデーイアネイラの態度は、セ
ネカの悲劇においても見られる。Cf. Seneca Hercules Oetaeus 953-955: … natam tuam, / Althaea 
mater, recipe, nunc ueram tui / agnosce prolem … また、Soph. Trach.におけるデーイアネイラ
の自殺の様子も、Her. 9.157 で述べられる母の自殺の様子と似たものとなっている。Cf. Soph. 











 以上の impia quid dubitas Deianira mori?というフレーズの繰り返しの前後の箇所の検討か






4. 結論：Her. 9 でオウィディウスが描こうとしたデーイアネイラの手紙 
 












不名誉に一貫して強い関心を持ったデーイアネイラの皮肉な様相が Her. 9 という手紙を通
じて描かれているのである。 
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1. 第 12 歌「メーデイアからイアーソーンへの手紙」の問題と本章の視座 
 
オウィディウス『名高き女たちの手紙』第 12 歌（Her. 12）は、メーデイアがイアーソー


























                                                   
1
 以下に概説する物語は、Her. 12 の先行文学作品であるエウリーピデース『メーデイア』
やアポローニオス・ロディオス『アルゴナウティカ』、またアポロドーロスやヒュギーヌス
等の物語梗概（Apollod. Bib. 1. 9. 16-28、Hyg. Fab. 14-27）に基づいている。なおさらなる背













ていた）気持ちをほとんど表明しない4。その一方で Her. 12 においては、手紙の書き手メー
デイアはイアーソーンに出会った当時に抱いた恋愛感情や、離縁された後でもイアーソー
ンの妻としての思いを抱いていたということを述べ（23-158）、そして「復縁の嘆願」と一
見思われる5表明をするのである（183-206）。Her. 12 におけるこれらの特徴が、Ap. Arg.から
のメーデイア像を反映するものであると考えられている。 
しかし果たして Her. 12 は「Eur. Med.で進行していく物語内容より「前」の状況において
メーデイアが書いた手紙」であろうか。このような疑問を生じさせるものとして次の二点
が挙げられる。まず第一に、Her. 12 は Ap. Arg.に対応する箇所がある一方で、Eur. Med.での




の表現と結び付けられるならば、Her. 12 は「Eur. Med.で進行していく物語内容と「並行す
る」状況においてメーデイアが書いた手紙」ということになる。このような点から本章で
は第一に、「Her. 12 におけるメーデイアが手紙を書いた状況・時点」について、特に Eur. Med.
と比較して検討する。 
 また一方、Her. 12 を「Eur. Med.で進行していく物語内容と「並行する」状況においてメ
ーデイアが書いた手紙」であるとするならば、さらに検討すべき問題がある。それはすな
                                                   
2
 Davis, P. J., ‘A simple girl?’ Medea in Ovid Heroides 12. Ramus 41 (2012), 33-48, 34. 
3
 Her. 12 のメーデイア像は、「Ap. Arg.におけるイアーソーンに恋する若き日のもの」と「Eur. 
Med.におけるイアーソーンへの復讐を敢行する成熟したもの」の双方が現れていることが
指摘されている（Jacobson, H., Ovid's Heroides. Princeton 1974, 109-123、Verducci, F., Ovid's 




ンを助けイオールコスまで付いて行った時の己の心境を πρόθυμος μᾶλλον ἢ σοφωτέρα 
(485)と述べるだけである。 
5

















2. 手紙が書かれた物語展開上での時点について  






[2] 回想①：コルキスでの Ias.との出会いからイオールコスでの Pelias 殺害まで（23-132） 
[3] 回想②：コリントスにて Ias.からの離縁の命令と Ias.と Creusa の婚礼（133-158） 
[4] 現在の境遇への嘆き・「復縁への嘆願」・Creusa らへの報復の示唆（159-212） 
 
である。 
 さて、Her. 12 の冒頭6の 1-2 は以下のようになっている。 
 
At tibi Colchorum, memini, regina vacavi,  
ars mea cum peteres ut tibi ferret opem. (Her. 12. 1-2) 
                                                   
6
 写本伝承上ではこの 1-2 の前に、Exul, inops, contempta novo Medea marito / dicit: an a regnis 
tempora nulla vacant?とあるが、これは後代の interpolation であると考えるのが定説である。
cf. Bessone, F., P. Ovidii Nasonis Heroidum Epistula XII: Medea Iasoni. Firenze 1997, ad loc., 
Heinze, T., P. Ovidius Naso: Der XII Heroidenbrief : Medea an Jason mit einer Beilage die  
Fragmente der Tragödie Medea. Leiden 1997, ad loc. またこのように Her.には冒頭に
interpolation がなされる傾向があることについては、T. E. Jenkins, Intercepted Letters. 






 この 1-2 は、手紙において一般的に冒頭でなされるはずの挨拶を欠いたものである。この





ἀλλ' οἶον τύνη μὲν ἐμεῦ, ὅτ' Ἰωλκὸν ἵκηαι, 
μνώεο, σεῖο δ' ἐγὼ καὶ ἐμῶν ἀέκητι τοκήων 
μνήσομαι. ... 
... 
ὄφρα σ' ἐν ὀφθαλμοῖσιν ἐλεγχείας προφέρουσα 





 先に引用した Her. 12. 1-2 は、このような Ap. Arg.でのメーデイアの言動を踏まえたもので
ある。この対応だけを見ると、Her. 12 のメーデイア像は Ap. Arg.のメーデイア像を引き継い
でいるように思われ、その点から確かにHer. 12はEur. Med.で進行していく物語内容より「前」




ものである。それではその Her. 12 の前のイアーソーンとのやりとりはどのようなものであ
ると想定できるだろうか。Her. 12. 1-2 の内容が「しかし、かつて私があなたを助けたので
す」というものであることから、ここからだけで少なくとも「助け」ということについて
言及するやりとりであったと思われる。後述するように、この手紙の前に想定されるやり
とりが、Eur. Med.で進行していく物語内容に対応するものであるならば、Her. 12 は Eur. Med.
より前の状況ではなく、Eur. Med.と並行する状況で書かれたものということになる。 
 
                                                   
7
 Davis, art. cit., 38.  
8
 本章での Ap. Arg.の引用文の邦訳は、講談社文芸文庫版の岡道男訳を用いた。 
9
 冒頭が at から始まるものとしては、Verg. Aen. 4. 1: At regina gravi iamdudum saucia cura …




2. 2. Her. 12 と Eur. Med. 446-629 との対応 
 
そしてこのHer. 12 以前に物語展開上であったと想定できるイアーソーンとメーデイアの
やりとりを考察する上で、注目したいのが次の Her. 12 と Eur. Med.の箇所である。 
Her. 12 で注目するのは、手紙の導入部（1-22）の最後の部分である。これは、 
 
est aliqua ingrato meritum exprobrare voluptas: 







iussus inexpertam Colchos advertere puppim  




と、コルキスでのイアーソーンとの出会いへの回想（第 2 パラグラフ）を始める。 




...  εὖ δ’ ἐποίησας μολών·  
ἐγώ τε γὰρ λέξασα κουφισθήσομαι  
ψυχὴν κακῶς σε καὶ σὺ λυπήσῃ κλύων.  
ἐκ τῶν δὲ πρώτων πρῶτον ἄρξομαι λέγειν.  475 
ἔσῳσά σ’, ὡς ἴσασιν Ἑλλήνων ὅσοι  
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 引用した Her. 12. 21-24 も Eur. Med. 472-477 も共に、「イアーソーンを非難すること」を宣
言してから「アルゴー船」についての回想に移るものとなっている。この点において両者
は構造的に明瞭に対応している。 
Eur. Med.においても Her. 12 においても、各々上に引用した箇所に続いて、メーデイアは
過去の回想を続けていく。この回想は Eur. Med.においては 490 行目で一段落し、Her. 12 で
は 158 行目で一段落している。このことから、Eur. Med. 472-490 と Her. 12. 21-158 は対応し
ていると考えられる。 
一方、Eur. Med.において、この対応箇所の前の部分のメーデイアの言葉である 465-472 は、
「自分の前に現れたイアーソーンへの罵倒」11であり、また一方で同様に対応箇所の前の部
分である Her. 12. 1-20 は、「自分がイアーソーンを助けたことへの後悔の表明」12である。
それゆえ Eur. Med.の第二エペイソディオンでの最初のメーデイアの言葉（465-519）と Her. 
12 全体を比較するならば、それは厳密に対応しているものではない。しかし上に引用した
対応箇所を土台として、以下に検討するように Her. 12 全体は Eur. Med.の第 2 エペイソディ
オン（446-629）全体と、厳密ではなくとも緩やかに対応しているように思われる。ここで
注目するべきなのは、Eur. Med.の第 2 エペイソディオンでの最後のメーデイアの言葉と Her. 
12 の最後の一節である 205-212 である。Eur. Med の第 2 エペイソディオンの最後は、 
 
χώρει· πόθωι γὰρ τῆς νεοδμήτου κόρης 
αἱρῆι χρονίζων δωμάτων ἐξώπιος. 
νύμφευ'· ἴσως γάρ, σὺν θεῶι δ' εἰρήσεται, 







る。一方で Her. 12 では、 
 
quod vivis, quod habes nuptam socerumque potentis,  205 
                                                                                                                                                     
なお引用に際し、訳文を適宜改変している。 
11
 Eur. Med. 465-472: ὦ παγκάκιστε, τοῦτο γάρ σ' εἰπεῖν ἔχω / γλώσσηι μέγιστον εἰς 
ἀνανδρίαν κακόν· / ἦλθες πρὸς ἡμᾶς, ἦλθες ἔχθιστος γεγώς / [θεοῖς τε κἀμοὶ παντί τ' 
ἀνθρώπων γένει]; / οὔτοι θράσος τόδ' ἐστὶν οὐδ' εὐτολμία, / φίλους κακῶς δράσαντ' 





  hoc ipsum, ingratus quod potes esse, meum est. 
quos equidem actutum ―sed quid praedicere poenam 
  attinet? ingentis parturit ira minas. 
quo feret ira, sequar! facti fortasse pigebit; 
  et piget infido consuluisse viro.                210 
viderit ista deus, qui nunc mea pectora versat! 










えているのである。またさらにこの両箇所では、Eur. Med.では σὺν θεῶι δ' εἰρήσεται (625)、
Her. 12 では viderit ista deus (211)というように、神に言及するという形での表現上の対応も
ある。ここから、第 2エペイソディオンでのメーデイアの最後の言葉であるEur. Med. 623-626
と Her. 12 の手紙の締めくくりであるHer. 12. 205-212 は対応しているといえる13。それゆえ、
Eur. Med.の第 2 エペイソディオン（446-629）に Her. 12 全体が、内容面全てにおいて厳密に
対応しているわけではないが、「非難としての回想に始まり、報復の示唆によって終わる」
という流れにおいては対応していることが分かる。そしてこの対応から次のことを類推す
ることができる。すなわち、Eur. Med. 623-626 での報復の示唆が、続く物語展開上のメーデ
イアの行動に繋がっていくのと同様に、Her. 12. 205-212 での報復の示唆も、後続する物語
展開上のメーデイアの行動を強く意識させるものとなっているということである。このHer. 
12. 205-212 での手紙の終わり方も、冒頭の Her. 12. 1-2 の始まり方と同様に唐突さを感じさ
せる終わり方である。しかし一方でそのことは、Her. 12 が、メーデイアとイアーソーンの
物語が進行していく途中での一場面を描くものであるという印象を強めるものであり、Her. 
12. 205-212 以降の物語展開を想定させるのと同様に Her. 12. 1-2 以前のメーデイアとイアー
ソーンのやりとりも想定させるものなのである。 
 
                                                   
13
 もちろん、Her. 12 の末尾である 207-212 は、指摘されているように（Bessone, op. cit., ad 
loc.）、Eur. Med. 1019-1080 のいわゆるメーデイアの great monologue（cf. Mastronarde, D. J., 





2. 3. Her. 12 以前の時点でのメーデイアとイアーソーンのやりとり 
 
 このような Eur. Med.の第 2 エペイソディオン（446-629）と Her. 12 全体の緩やかな対応
を考慮するならば、Her. 12. 1-2 の at「しかし」の前にあったと想定できるイアーソーンと
のやりとりは、Eur. Med.の第 2 エペイソディオンの始めの、イアーソーンがメーデイアの前
に現われて語りかける言葉（446-464）から類推するのが妥当であると思われる。この Eur. 
Med. 446-464 で特に注目したいのは以下の箇所である。 
 
ὅμως δὲ κἀκ τῶνδ’ οὐκ ἀπειρηκὼς φίλοις 
ἥκω, τὸ σὸν δὲ προσκοπούμενος, γύναι,    460 
ὡς μήτ’ ἀχρήμων σὺν τέκνοισιν ἐκπέσῃς  






を申し出ようとしている。先に検討したように、Her. 12. 1-2 の前にあったと想定できるイ
アーソーンとのやりとりは、「助け」ということについて言及するものであると考えられた
ため、この Eur. Med. 459-462 をそのやりとりに結び付けることができる。そして引用した
Eur. Med. 459-462 での表現から、この Her. 12. 1-2 の前に、イアーソーンがメーデイアに、
おそらくは恩着せがましく「追放に際して何か手助けしてやろう」と申し出るということ
があったのだと想定できる。そのような「イアーソーンがメーデイアを助ける」というイ
アーソーンの言葉の内容を受けて、「しかし、かつて私があなたを助けたのです」と Her. 12. 
1-2 が始められるのに文脈上無理のないものである14。この文脈上の無理のなさは、Eur. Med.
の第 2 エペイソディオン（446-629）に Her. 12 全体が緩やかに対応することを改めて支持す
るものである。 
 以上の検討からHer. 12は、そのHer. 12という手紙をメーデイアが書いた時点は、Eur. Med
で進行していく物語内容の前のものというわけではなく、Eur. Med.の第 2 エペイソディオン
と並行した物語内容での時点で書かれたものであり、「Eur. Med.においてメーデイアが面と













3. Her. 12 における、メーデイアの手紙執筆の意図 
 








が Eur. Med.の劇中の展開と並行するものであるならば、そのような Eur. Med.におけるメー
デイア像との関連で Her. 12 の上述のような箇所も捉えなおされなければ、物語との整合性
に齟齬が生じるからである。 
 
3. 1. Her. 12 での、かつてのメーデイアの恋愛感情の表現 
  
それでは問題の箇所の議論に移る。まずは Her. 12 においてメーデイアがかつてのイアー
ソーンへの恋愛感情を詳述する箇所である。Her. 12 の第 2 パラグラフにおいて、メーデイ
アはイアーソーンへの恋に落ちた様子を次のように表現する。 
 
tunc ego te vidi, tunc coepi scire, quis esses; 
  illa fuit mentis prima ruina meae.  
et vidi et perii nec notis ignibus arsi, 
  ardet ut ad magnos pinea taeda deos. 
et formosus eras, et me mea fata trahebant:        35 
  abstulerant oculi lumina nostra tui. 
perfide, sensisti: quis enim bene celat amorem? 
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の恋心への言及は Eur. Med.においてはなく、この一節は Ap. Arg.において、エロースがメー
デイアに恋の矢を射る以下の箇所16と、炎を用いた表現の上で対応している。 
 
τόφρα δ᾽ Ἔρως πολιοῖο δι᾽ ἠέρος ἷξεν ἄφαντος,  
τετρηχώς, οἷόν τε νέαις ἐπὶ φορβάσιν οἶστρος 
τέλλεται, ὅν τε μύωπα βοῶν κλείουσι νομῆες.  
ὦκα δ᾽ ὑπὸ φλιὴν προδόμῳ ἔνι τόξα τανύσσας 
ἰοδόκης ἀβλῆτα πολύστονον ἐξέλετ᾽ ἰόν.  
ἐκ δ᾽ ὅγε καρπαλίμοισι λαθὼν ποσὶν οὐδὸν ἄμειψεν 
ὀξέα δενδίλλων: αὐτῷ ὑπὸ βαιὸς ἐλυσθεὶς 
Αἰσονίδῃ γλυφίδας μέσσῃ ἐνικάτθετο νευρῇ,  
ἰθὺς δ᾽ ἀμφοτέρῃσι διασχόμενος παλάμῃσιν 
ἧκ᾽ ἐπὶ Μηδείῃ: τὴν δ᾽ ἀμφασίη λάβε θυμόν.  
αὐτὸς δ᾽ ὑψορόφοιο παλιμπετὲς ἐκ μεγάροιο 
καγχαλόων ἤιξε: βέλος δ᾽ ἐνεδαίετο κούρῃ 
νέρθεν ὑπὸ κραδίῃ, φλογὶ εἴκελον: ἀντία δ᾽ αἰεὶ 
βάλλεν ὑπ᾽ Αἰσονίδην ἀμαρύγματα, καί οἱ ἄηντο 
στηθέων ἐκ πυκιναὶ καμάτῳ φρένες, οὐδέ τιν᾽ ἄλλην 
μνῆστιν ἔχεν, γλυκερῇ δὲ κατείβετο θυμὸν ἀνίῃ.  
ὡς δὲ γυνὴ μαλερῷ περὶ κάρφεα χεύατο δαλῷ 
χερνῆτις, τῇπερ ταλασήια ἔργα μέμηλεν,  
ὥς κεν ὑπωρόφιον νύκτωρ σέλας ἐντύναιτο,  
ἄγχι μάλ᾽ ἐγρομένη: τὸ δ᾽ ἀθέσφατον ἐξ ὀλίγοιο 
δαλοῦ ἀνεγρόμενον σὺν κάρφεα πάντ᾽ ἀμαθύνει:  
τοῖος ὑπὸ κραδίῃ εἰλυμένος αἴθετο λάθρῃ 
οὖλος Ἔρως: ἁπαλὰς δὲ μετετρωπᾶτο παρειὰς 
ἐς χλόον, ἄλλοτ᾽ ἔρευθος, ἀκηδείῃσι νόοιο.   (Ap. Arg. 275-298) 
その間エロスは灰色の大気を通り抜け、誰にも気づかれずに荒々しく降りてきた。その
                                                   
16
 Eur. Med.ではメーデイア自身が述べない代わりにイアーソーンがエロースについて指摘
する。Eur. Med. 526-531: ἐγὼ δ᾽, ἐπειδὴ καὶ λίαν πυργοῖς χάριν, / Κύπριν νομίζω τῆς ἐμῆς 
ναυκληρίας / σώτειραν εἶναι θεῶν τε κἀνθρώπων μόνην. / σοὶ δ᾽ ἔστι μὲν νοῦς λεπτός— 


















 ここでの対応と、また Her. 12 にはこのようなメーデイアのかつての恋心を詳述する表現
がない17ことから、確かに Her. 12. 31-38 では Ap. Arg.におけるメーデイア像が反映されてい
るといえるかもしれない。しかしここで確認しておきたいのは、Her. 12 の方はあくまでメ
ーデイアによる「当時の心境の回想」であり、そのことが直接手紙を書いているメーデイ




当時の心境の詳述は最終的に、第 4 パラグラフにおける、 
 
deseror, amissis regno patriaque domoque,  










                                                   








のなのである。Eur. Med. 465-519 でメーデイアはかつての恋心等をほとんど述べずにイアー
ソーンを非難する18が、結局のところイアーソーンを非難するという点では Eur. Med. 
465-519 と Her. 12. 1-177 は同質のものであり、それゆえこの点において Her. 12 のメーデイ
アは Eur. Med.のメーデイアと同じ性質を有するものである。 
 
3. 2. 「復縁の嘆願」について 
 
 続いて検討するのは、メーデイアが「復縁の嘆願」をしていると考えられている Her. 12. 
183-207 である。この箇所でまず確認しておきたいのは、以下の「涙」に関する表現である。 
 
si tibi sum vilis, communis respice natos: 
  saeviet in partus dira noverca meos.  
et nimium similes tibi sunt, et imagine tangor, 





これは、Eur. Med.において、イアーソーンに偽りの和解をなそうとする第 4 エペイソディオ
ンでの以下の表現に対応している。 
 
Ἰά. αὕτη, τί χλωροῖς δακρύοις τέγγεις κόρας, 
στρέψασα λευκὴν ἔμπαλιν παρηίδα; 
κοὐκ ἀσμένη τόνδ᾽ ἐξ ἐμοῦ δέχῃ λόγον; 
Μή. οὐδέν. τέκνων τῶνδ᾽ ἐννοουμένη πέρι.    925 
Ἰά. θάρσει νυν· εὖ γὰρ τῶνδ᾽ ἐγὼ θήσω πέρι. 
Μή.δράσω τάδ᾽· οὔτοι σοῖς ἀπιστήσω λόγοις· 
γυνὴ δὲ θῆλυ κἀπὶ δακρύοις ἔφυ. 
Ἰά. τί δῆτα λίαν τοῖσδ᾽ ἐπιστένεις τέκνοις; 
Μή.ἔτικτον αὐτούς· ζῆν δ᾽ ὅτ᾽ ἐξηύχου τέκνα, 
                                                   
18
 本章注 4 参照。 
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 この Eur. Med.での涙は、対峙するイアーソーンに「自分が子供たちを殺すつもりである」






Quod si forte preces praecordia ferrea tangunt,  
  nunc animis audi verba minora meis! 
tam tibi sum supplex, quam tu mihi saepe fuisti,   185 





 ここでの animis (184)は、Eur. Med.の第 5 エペイソディオンでメーデイアが子殺しを決意
する際の以下の表現における、 
 
καὶ μανθάνω μὲν οἷα δρᾶν μέλλω κακά, 
θυμὸς δὲ κρείσσων τῶν ἐμῶν βουλευμάτων, 




θυμός (1079)に相当するものである。そして Her. 12. 185 以下から「復縁の嘆願」が展開され
ていくが、これは 184にあるように animis verba minora meis「私の心にとって小さすぎる声」
60 
 
なのである。ここでの animis... meis はその直前のクレウーサへの報復の示唆や、θυμός との
対応から、報復の意図を示唆するものであるといえる。そしてそれはメーデイアの心境の
大部分を占めているのに対し、ほんのごくわずかに心境にあるものとして、復縁の嘆願を





quod vivis, quod habes nuptam socerumque potentis,  205 
  hoc ipsum, ingratus quod potes esse, meum est. 
quos equidem actutum ―sed quid praedicere poenam 








それゆえ手紙最後の 212では、nescioquid certe mens mea maius agitというように、verba minora 
(184)と nescioquid maius が、minora と maius という対を示す形でメーデイアは報復を示唆し
ている。 
 以上をまとめると次のようになる。Eur. Med.の第 4 エペイソディオン（866-975）でメー
デイアがなそうとするのは「偽りの和解の試み」であり、Her. 12. 183-207 は「結局復讐心
に押し潰されることになる、復縁嘆願の思い」である。これらの、Eur.のメーデイアが和解
の言葉を述べたり Her. 12 のメーデイアが復縁嘆願の言葉を述べるというのは、双方ともメ
ーデイアにとって本質的な気持ちから為される言述ではないという点で共通するものであ
る。この点において Her. 12. 183-207 は巧みに Eur. Med. 866-975 を変容させて取り込んでい
















4. 結論：Her. 12 でオウィディウスが描こうとしたメーデイアの手紙 
 
以上の考察をまとめると、オウィディウスが Her. 12 で描こうとしたメーデイアの手紙は
次のようなものであるということができる。Her. 12 は、「Eur. Med.で進行していく物語内容


































                                                   
1
 以下に概説する物語は、Hyginus Fabulae 103-104に基づいている。これは、散逸した
Euripides Protesilaus (fr. 646a-657 Kannicht)の筋に沿っているとされる。 
2
 Apollodorus Epitome 3.30では、ラーオダメイアは夫の死後、夫との再会の前に像を作って




の継承と創造』創文社, 1988, 219-222参照。 
3
 Jacobson, H., Ovid's Heroides, Princeton 1974, 198, Fulkerson, L., (Un)sympathetic Magic: a 
Study of Heroides 13, AJPh 123 (2002), 61-88, esp. 64は、Her. 13が Eur. Protesilaus に多くを負
っていることを指摘している。 
4
 なお、オウィディウス以前のラテン文学作品において、この物語は Catul. 68.73-85, 105-130, 
Prop. 1.19.7-10で付随的に言及される。これについては、Lyne, R. O. A. M., Love and Death: 
Laodamia and Protesilaus in Catullus, Propertius, and others, CQ 48 (1998), 200-212参照。また、
Catul. 68におけるこの物語の扱いの考察は、高橋宏幸『ギリシア神話を学ぶ人のために』世























うモチーフが特徴的であるため、この Her. 13 でしばしば問題とされているのが、「夢」と
「像」の叙述（107-114, 151-158）である。Her. 13においてラーオダメイアは、Aulide te fama 








                                                   
5
 本稿で引用するテクストは、Rosati, G., Ovidio: Lettere di eroine, Milan 2008⁵ (1st ed. 1989)を
である。なお、一行目の punctuationのみ、Reeson, J., Ovid Heroides 11, 13, and 14. A Commentary, 
Leiden 2001を採用した。訳文は拙訳である。 
6

















Mittit —et optat amans quo mittitur ire— salutem  
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aucupor in lecto mendaces caelibe somnos;   
dum careo veris, gaudia falsa iuvant. 
sed tua cur nobis pallens occurrit imago? 
cur venit a verbis multa querela tuis?         110 
excutior somno simulacraque noctis adoro; 
nulla caret fumo Thessalis ara meo: 
tura damus lacrimamque super, qua sparsa relucet,  















                                                   
8
 Her. 13. 103-106: sive latet Phoebus seu terris altior exstat, / tu mihi luce dolor, tu mihi nocte 
venis; / nocte tamen quam luce magis: nox grata puellis / quarum suppositus colla lacertus habet. 
9
 ただし Reeson, op. cit., 174-175, 182-183は、これをラーオダメイアとプローテシラーオス
が愛の交わりを遂げたかのように解釈している。 
10
 pallensやそれと同根の palleoや pallorはしばしば死者の姿を形容するのに用いられる。
Cf. Verg. Georg. 1.477, Ovid. Met. 11.691, Apul. Met. 8.8. 
67 
 
釈することもできよう11。しかし、そのように解釈するならば、sed tua cur nobis pallens occurrit 
imago? (109)は、sed tu cur nobis pallens occurris imago?「でも、どうしてあなたは青ざめた幻
で私の前に現れるのですか」と述べられるべきではないだろうか。というのも、これなら
ば pallens imago が tu と述語的同格になり、彼女が疑問を感じるのは「夫が幻であること」






しかし直前の dum careo veris, gaudia falsa iuvant (108)という表現は「夢で夫と愛の営みを交
わしたい」と読み取れるものである以上、彼女がそのような想定の下にあったとは考えに
くい。また、ここでの imago (109)が double meaning として「幻・幽霊」を含意することは
十分に考えられる。そうであっても、それはオウィディウスが暗示として含ませた意味で
あり、手紙の書き手ラーオダメイアの意図する意味としては「姿」だけであろう。このよ
うに夫の姿が pallensであり死を窺わせることから、並列的に続く 110の multa querela「長々
とした悲嘆」についても、彼女は「夫の死を窺わせるもの」として捉えているといえる。 












di, precor, a nobis omen removete sinistrum,   (Her. 13. 49) 
神々よ、どうか私たちから不吉な予兆を取り払ってください。 
 
                                                   
11
 Reeson, op. cit., ad loc. 
12
 excutior somnoという表現は、Verg. Aen. 2.302 でアエネーアースが眠りから覚める時にも
用いられている。Austin, R. G., P. Vergilii Maronis Aeneidos Liber Secundus, Oxford 1964, ad loc.






nunc fateor: volui reuocare, animusque ferebat;  







cum foribus velles ad Troiam exire paternis, 






ut vidi, ingemui tacitoque in pectore dixi: 









sors quoque nescioquem fato designat iniquo,  
qui primus Danaum Troada tangat humum.   (Her. 13. 93-94) 
神託もまた、誰かは知りませんが、ギリシア勢のうちでトロイアの地を最初に踏む者に
対して、不当な運命を示しています。 
                                                   
13
 このような凶兆を避ける態度は、アウリスからの出港を思いとどまるよう呼びかける
（123-134）後に sed quid ago? revoco? revocaminis omen abesto, (135)と、その直前まで述べて
いた自らの呼び戻しの言葉を否定してまで不吉な予兆を避けようとすることからも窺える。
古代ギリシア・ローマでは出発する者を呼び戻すことは極めて不吉な予兆になると考えら
れていた。Cf. Palmer, A., P. Ovidi Nasonis Heroides, Hildesheim 1967 (Oxford 1898), ad loc. 
14





















et facito dicas, quotiens pugnare parabis:  





                                                   
15
 primus Danaum 94はプローテシラーオスの名前がπρῶτοςとλαόςからなると語源的に解





 Apollodorus Epitome 3. 29: Ἀχιλλεῖ δὲ ἐπιστέλλει Θέτις πρῶτον μὴ ἀποβῆναι τῶν νεῶν: 
τὸν γὰρ ἀποβάντα πρῶτον πρῶτον μέλλειν τελευτήσειν. Hyginus Fabulae 103: Achiuis fuit 
responsum, qui primus litora Troianorum attigisset periturum. 
17
 Her. 13. 97-98: inter mille rates tua sit millensima puppis, / iamque fatigatas ultima verset aquas! 
18
 Her. 13. 99-100: hoc quoque praemoneo: de nave novissimus exi; / non est, quo properes, terra 
paterna tibi. 
19
 Il. 2.695-702でプローテシラーオスを殺したのはΔάρδανος ἀνὴρ (701)とだけ述べられる
が、ここで「トロイア人たち」と解釈した Dardanidae 79はオウィディウスによる Il. 2.701
の暗示かもしれない（Cf. Il. 2.698-702: τῶν αὖ Πρωτεσίλαος ἀρήϊος ἡγεμόνευε / ζωὸς ἐών: 
τότε δ᾽ ἤδη ἔχεν κάτα γαῖα μέλαινα. / τοῦ δὲ καὶ ἀμφιδρυφὴς ἄλοχος Φυλάκῃ ἐλέλειπτο / 




parcite, Dardanidae, de tot, precor, hostibus uni,  










ーオダメイアの心理を読み取ることができよう。先に引用した 93-94 で、「死」を fato… iniquo
「不当な運命」と婉曲的に表現する（euphemism）のも、このためだと分かる。 
また彼女は手紙の最後で、iuro… / me tibi venturam comitem, quocumque vocaris (159-163)
「誓います。あなたがどこへ呼ばれようとも、私はあなたのお伴として行きます」と誓い、





以上、本節での検討から、Her. 13. 111以下において、ラーオダメイアが excutior somno (111)
と「夢」を振り払ったのは「夫の死の運命に薄々感付きながらも、夫の死を想定するのを




                                                                                                                                                     
πρώτιστον Ἀχαιῶν.）。プローテシラーオスを殺したのは誰かという伝承の問題については
岡, 前掲書, 219-222参照。なお Ovid. Met. では、プローテシラーオスはヘクトールに殺され
たことが述べられている。Cf. Ovid. Met. 12. 67-69: … et Hectorea primus fataliter hasta, / 
Protesilae, cadis, commissaque proelia magno / stant Danais, fortisque animae nece cognitus Hector; 
20
 これは、“two lives in one” (Reeson, op. cit., ad loc.), “two deaths in one” (Fulkerson, art. cit., 77)
というモチーフであると指摘されている。Her. 13末尾の si tibi cura mei, sit tibi cura tui! (166)
もこのモチーフであろう。 
21
 Palmer, op. cit., ad loc., Rosati, op. cit., ad loc.は、simulacra noctisを Ovid. Fasti 5.419ffで知ら
れる、迷い出る死霊 lemuresだと解釈している。 
22
 夢を不吉な予兆として払い清めようとする類例はギリシア劇にも見られる。Cf. Aesch. 









quando ego, te reducem cupidis amplexa lacertis,  115 
  languida laetitia solvar ab ipsa mea? 
quando erit, ut lecto mecum bene iunctus in uno 
  militiae referas splendida facta tuae? 
quae mihi dum referes, quamvis audire iuvabit, 
  multa tamen rapies oscula, multa dabis:       120 
semper in his apte narrantia verba resistunt; 









まず、115-118の quando… ? quando… ?の対句表現に注目したい。これは、直前の「夢」
の叙述における 109-110の cur… ? cur… ?の対句表現と呼応するように思われる。これは、
夢について述べた直後に、このような似た構文の表現で自らが理想とする再会を思い描く
ことで、夢の内容を「再会ではない」と打ち消していると解釈できるように思われる。 
また te reducem (115)「帰って来たあたなを」と述べるのも、直前の「夢の」叙述におけ
る nobis… occurrit (109)を「夫が帰って来た様子のものではない」として否定し打ち消すか
のようである。 
また 117-122と、帰って来た夫が自分に戦功を語り自分が聞く様子を詳細に描写するのは、
「これこそが無事帰って来た夫の語る言葉であり、「夢」で耳にした multa querela (110)「長々
とした悲嘆」は再会の時に聞く夫の言葉ではない」と思いたいからこそであろう。 
またこの 115-122 と以下の箇所も関連してくる。ラーオダメイアは第 1パラグラフの 1-14
での手紙の導入において、 
 
oscula plura viro mandataque plura dedissem,  
72 
 







solvor ab amplexu, Protesilae, tuo,  





一方でこの 115-122 の再会の想像では、amplexa (115)や oscula (120)といった語から窺えるよ
うに、そのようなことが十分になされている。この再会の想像は、そのような夫との別離
の記憶による苦しみを癒そうとするものでもあるといえる。 
また、lecto… in uno (117) 「ひとつの寝床で」という表現は、107-114の「夢」を見た状




同様に、te… amplexa… / languida laetitia solvar ab ipsa mea (115-116)「あなたを…抱きしめ、
喜びのあまり自ら力尽きるほどに疲れ果てるのでしょうか」という表現も、1-14 における
出発の別れの際の solvor ab amplexu… tuo (12)「私はあなたの抱擁から解かれ」という表現

























Troasin invideo: quae si lacrimosa suorum 
funera conspicient nec procul hostis erit, 
ipsa suis manibus forti nova nupta marito 
imponet galeam Dardanaque arma dabit.     140 
arma dabit, dumque arma dabit, simul oscula sumet  
—hoc genus officii dulce duobus erit—  
producetque virum, dabit et mandata reverti 
et dicet: “referas ista fac arma Iovi!” 
ille ferens dominae mandata recentia secum    145 
pugnabit caute respicietque domum; 
exuet haec reduci clipeum galeamque resolvet 













（141-146）。さらにここで特徴的なのは、exuet haec reduci clipeum galeamque resolvet / 
74 
 
excipietque suo corpora lassa sinu (147-148)「夫が戻れば、妻は楯を外し兜を脱がせ、疲れた体
を自らの胸に迎え入れることでしょう」と、戦地から無事戻った夫を迎える妻を想像する
点である。これは、戦地で夫はどのように振舞うべきかを述べた一節（63-78）で、tu tantum 








dum tamen arma geres diverso miles in orbe, 151 
quae referat vultus est mihi cera tuos: 
illi blanditias, illi tibi debita verba 
dicimus, amplexus accipit illa meos. 
crede mihi, plus est, quam quod videatur, imago:  155 
adde sonum cerae, Protesilaus erit. 
hanc specto teneoque sinu pro coniuge vero, 













のが imago (155)と queror (158)である。これらはそれぞれ、107-114の「夢」での imago (109)
と querela (110)と呼応するのである24。 
                                                   
23
 77-78についてReeson, op. cit., 158-159は、恋人のための安全な場所としての sinus dominae
が文学的類型であることを指摘している。 
24




を「像」すなわち cera (152)の言い換えと解釈している25。つまりこれらの近代語訳は 155
を「像は像と思われる以上のものである」と解釈している。imagoは「像」という意味も含
意される以上、この解釈自体に矛盾はない。しかし、155-156は、文脈上「夫の像」がどの







は「夢」での imago (109)と同じ「姿」の意味で imago (155)を用いているのである。 
imago (109) / imago (155)と querela (110) / queror (158)の呼応の特質は、本章前節で検討した
lectumや soluo、lingua の表現と同質のものであると思われる。すなわち imago (109) / imago 
(155)の呼応においてラーオダメイアは、「夢での夫の imago」に「夫の像の imago」が取っ
て代わるようにしているのである。同様に querela (110) / queror (158)の呼応においては、「夫
の querela」に「自らの queror」が取って代わるようにしているのである。 
この際、「像」の叙述において考慮すべきなのが hanc… teneo… sinu (157)「この像を…胸
に抱き」の sinu である。これは先に見た 77-78 や 147-148 での表現から、「無事に戻って来
た夫」に対する表現であると解釈できる。すなわちここでラーオダメイアは、夫の像に「無
事に戻って来た姿」を見出しているのである。それゆえ imago (109) / imago (155)の呼応にお
いて彼女は、「死んだような姿の夫」に「無事な姿の夫」が取って代わるようにしていると
解釈できる。同様に querela (110) / queror (158)の呼応についても、「死んだような姿の夫が嘆
く」ということに「私が訴えかける」ということが取って代わるようにしていると解釈で





                                                                                                                                                     
ここで Reesonは「夢」と「像」のモチーフの結びつき（Cf. Aesch. Agam. 416-426, Eur. Alc. 
348-356, Meleag. AP 5.166, Prop. 4.11.81-84）を指摘している。これについては、Borthwick, E. 
K., Meleager’s Lament: A note on Anth. Pal. 5.166, CPh 64 (1969), 173-5も参照。 
25
 松本克己訳（泉井久之助他訳『ローマ文学集』筑摩書房, 1966, 343）、Hardie, P., Ovid’s Poetics 
of Illusion, Cambridge 2002, 136, Rosati, op. cit., ad loc. これらはいずれも cera (152)と imago 
(155)を同じ語（人形・image・immagine）で訳している。一方、Fulkerson, art. cit., 81は cera 

































































に Her. 9 は、自分がヘーラクレースにとっての名誉たる存在であることを示そうとしなが
ら、不名誉たる存在になってしまいそうになり、死を決意するというデーイアネイラの皮
肉な様相が描かれる手紙となっているのである。 



















































『名高き女たちの手紙』第 4, 9, 12, 13歌 解題・ラテン語日本語対訳・訳注 
 
 オウィディウス『名高き女たちの手紙』のテクストは、Rosati, G., Ovidio: Lettere di eroine. 
Milan 2008⁵(1st ed. 1989)を底本とした。第 4 歌については、Häuptli, B.W., Ovid: Liebesbriefe; 
Heroides-epistulae. Zürich 1995 (Tusculum)と Casali, S., Strategies of tension (Ovid, Heroides 4). 
Proceedings of the Cambridge Philological Society 41(1995), 1-15による読みを一部採用した。
また第 9歌については、Casali, S., P. Ovidii Nasonis Heroidum Epistula IX: Deianira Herculi. 
Firenze 1995による読みを一部採用した。また第13歌については、Reeson, J., Ovid Heroides 11, 




26 cui Häuptli  quae Rosati 
108 carior Häuptli  gratior Rosati 
137 nec labor est celare, licet peccemus, amorem;  Häuptli 
    nec labor est celare licet †pete munus ab illa† Rosati 
176 perlege, sed Casali   qui legis, et Rosati 
 
第 9歌 
105 facta Casali  gesta Rosati 






1 Mittit —et optat amans quo mittitur ire— salutem Reeson  




























































































































IV. PHAEDRA HIPPOLYTO 
 
Qua, nisi tu dederis, caritura est ipsa, salutem 
  mittit Amazonio Cressa puella viro. 
perlege, quodcumque est: quid epistula lecta nocebit? 
  te quoque in hac aliquid quod iuvet esse potest. 
his arcana notis terra pelagoque feruntur;  5 
  inspicit acceptas hostis ab hoste notas. 
ter tecum conata loqui ter inutilis haesit 
  lingua, ter in primo destitit ore sonus. 
qua licet et sequitur, pudor est miscendus amori; 
  dicere quae puduit, scribere iussit amor.  10 
quidquid Amor iussit, non est contemnere tutum: 
  regnat et in dominos ius habet ille deos. 
ille mihi primo dubitanti scribere dixit: 
  “scribe: dabit victas ferreus ille manus.” 
adsit et, ut nostras avido fovet igne medullas,  15 
  figat sic animos in mea vota tuos. 
non ego nequitia socialia foedera rumpam: 
  fama, velim quaeras, crimine nostra vacat. 
venit amor gravius, quo serior: urimur intus; 
  urimur, et caecum pectora vulnus habent.  20 
scilicet ut teneros laedunt iuga prima iuvencos, 
  frenaque vix patitur de grege captus equus, 
sic male vixque subit primos rude pectus amores, 
  sarcinaque haec animo non sedet apta meo.  
ars fit, ubi a teneris crimen condiscitur annis;  25 
  cui venit exacto tempore, peius amat. 
tu nova servatae carpes libamina famae, 
  et pariter nostrum fiet uterque nocens. 
est aliquid, plenis pomaria carpere ramis 
  et tenui primam deligere ungue rosam.  30 
si tamen ille prior, quo me sine crimine gessi, 
  candor ab insolita labe notandus erat, 
at bene successit, digno quod adurimur igni: 









































si mihi concedat Iuno fratremque virumque,  35 
  Hippolytum videor praepositura Iovi. 
iam quoque, vix credes, ignotas mittor in artes: 
  est mihi per saevas impetus ire feras; 
iam mihi prima dea est arcu praesignis adunco 
  Delia: iudicium subsequor ipsa tuum.    40 
in nemus ire libet, pressisque in retia cervis 
  hortari celeris per iuga summa canes;  
aut tremulum excusso iaculum vibrare lacerto, 
  aut in graminea ponere corpus humo.  
saepe iuvat versare leves in pulvere currus  45 
  torquentem frenis ora fugacis equi. 
nunc feror, ut Bacchi furiis Eleleides actae, 
  quaeque sub Idaeo tympana colle movent, 
aut quas semideae Dryades Faunique bicornes 
  numine contactas attonuere suo.   50 
namque mihi referunt, cum se furor ille remisit, 
  omnia; me tacitam conscius urit amor. 
forsitan hunc generis fato reddamus amorem, 
  et Venus ex tota gente tributa petat. 
Iuppiter Europen ―prima est ea gentis origo―  55 
  dilexit, tauro dissimulante deum; 
Pasiphae mater, decepto subdita tauro, 
  enixa est utero crimen onusque suo; 
perfidus Aegides, ducentia fila secutus, 
  curva meae fugit tecta sororis ope.   60 
en, ego nunc, ne forte parum Minoia credar, 
  in socias leges ultima gentis eo. 
hoc quoque fatale est: placuit domus una duabus: 
  me tua forma capit, capta parente soror. 
Thesides Theseusque duas rapuere sorores:  65 
  ponite de nostra bina tropaea domo. 
tempore quo nobis inita est Cerealis Eleusin, 
  Gnosia me vellem detenuisset humus! 
tunc mihi praecipue (nec non tamen ante placebas)  
  acer in extremis ossibus haesit amor.   70 
87 
 



































鋭い愛が骨の隅々にまで染み渡ったのです。      70 
88 
 
candida vestis erat, praecincti flore capilli. 
  flava verecundus tinxerat ora rubor,  
quemque vocant aliae vultum rigidumque trucemque, 
  pro rigido Phaedra iudice fortis erat. 
sint procul a nobis iuvenes ut femina compti:  75 
  fine coli modico forma virilis amat. 
te tuus iste rigor positique sine arte capilli 
  et levis egregio pulvis in ore decet. 
sive ferocis equi luctantia colla recurvas, 
  exiguo flexos miror in orbe pedes;   80 
seu lentum valido torques hastile lacerto, 
ora ferox in se versa lacertus habet; 
sive tenes lato venabula cornea ferro― 
  denique nostra iuvat lumina, quidquid agis. 
tu modo duritiam silvis depone iugosis:   85 
  non sum materia digna perire tua. 
quid iuvat incinctae studia exercere Dianae 
  et Veneri numeros eripuisse suos? 
quod caret alterna requie, durabile non est: 
  haec reparat vires fessaque membra novat.  90 
arcus ―et arma tuae tibi sunt imitanda Dianae― 
 si numquam cesses tendere, mollis erit. 
clarus erat silvis Cephalus, multaeque per herbam 
  conciderant illo percutiente ferae, 
nec tamen Aurorae male se praebebat amandum:  95 
  ibat ad hunc sapiens a sene diva viro. 
saepe sub ilicibus Venerem Cinyraque creatum 
  sustinuit positos quaelibet herba duos. 
arsit et Oenides in Maenalia Atalanta: 
  illa ferae spolium pignus amoris habet.  100 
nos quoque quam primum turba numeremur in ista! 
  si Venerem tollas, rustica silva tua est. 
ipsa comes veniam, nec me latebrosa movebunt 
  saxa neque obliquo dente timendus aper. 
aequora bina suis oppugunant fluctibus Isthmon,  105 









































hic tecum Troezena colam, Pittheia regna; 
 iam nunc est patria carior illa mea. 
tempore abest aberitque diu Neptunius heros: 
 illum Pirithoi detinet ora sui;    110 
praeposuit Theseus, nisi si manifesta negamus, 
  Pirithoum Phaedrae Pirithoumque tibi. 
sola nec haec ad nos iniuria venit ab illo: 
  in magnis laesi rebus uterque sumus. 
ossa mei fratris clava perfracta trinodi   115 
  sparsit humi; soror est praeda relicta feris. 
prima securigeras inter virtute puellas 
  te peperit, nati digna vigore parens: 
si quaeras, ubi sit, Theseus latus ense peregit; 
  nec tanto mater pignore tuta fuit.   120 
at ne nupta quidem taedaque accepta iugali― 
  cur, nisi ne caperes regna paterna nothus? 
addidit et fratres ex me tibi, quos tamen omnis 
  non ego tollendi causa, sed ille fuit. 
o utinam nocitura tibi, pulcherrime rerum,  125 
  in medio nisu viscera rupta forent! 
i nunc, sic meriti lectum reverere parentis, 
  quem fugit et factis abdicat ipse suis! 
nec, quia privigno videar coitura noverca, 
  terruerint animos nomina vana tuos.   130 
ista vetus pietas, aevo moritura futuro, 
  rustica Saturno regna tenente fuit. 
Iuppiter esse pium statuit, quodcumque iuvaret, 
  et fas omne facit fratre marita soror. 
illa coit firma generis iunctura catena,   135 
  imposuit nodos cui Venus ipsa suos. 
nec labor est celare, licet peccemus, amorem; 
  cognato poterit nomine culpa tegi. 
viderit amplexos aliquis, laudabimur ambo: 
  dicar privigno fida noverca meo.   140 
non tibi per tenebras duri reseranda mariti 









































ut tenuit domus una duos, domus una tenebit; 
  oscula aperta dabas, oscula aperta dabis; 
tutus eris mecum laudemque merebere culpa,  145 
  tu licet in lecto conspiciare meo. 
tolle moras tantum properataque foedera iunge: 
  qui mihi nunc saevit, sic tibi parcat Amor! 
non ego dedignor supplex humilisque precari. 
  heu! ubi nunc fastus altaque verba? iacent.  150 
et pugnare diu nec me summittere culpae 
  certa fui, certi siquid haberet amor: 
victa precor genibusque tuis regalia tendo 
  bracchia; quid deceat, non videt ullus amans. 
depuduit, profugusque pudor sua signa reliquit.  155 
  da veniam fassae duraque corda doma! 
quod mihi sit genitor, qui possidet aequora, Minos, 
  quod veniant proavi fulmina torta manu, 
quod sit avus radiis frontem vallatus acutis, 
  purpureo tepidum qui movet axe diem,  160 
nobilitas sub amore iacet: miserere priorum, 
  et, mihi si non uis parcere, parce meis! 
est mihi dotalis tellus Iovis insula, Crete: 
  serviat Hippolyto regia tota meo. 
flecte, ferox, animos: potuit corrumpere taurum  165 
  mater: eris tauro saevior ipse truci? 
per Venerem, parcas, oro, quae plurima mecum est! 
  sic numquam, quae te spernere possit, ames; 
sic tibi secretis agilis dea saltibus adsit, 
  silvaque perdendas praebeat alta feras;  170 
sic faveant Satyri montanaque numina Panes, 
  et cadat adversa cuspide fossus aper; 
sic tibi dent nymphae, quamvis odisse puellas 
  diceris, arentem quae levet unda sitim! 
addimus his precibus lacrimas quoque; verba precantis    175 











































































































































































































 アリアドネーのこと。注 18参照。 
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 注 1参照。 
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IX. DEIANIRA HERCULI 
 
Gratulor Oechaliam titulis accedere nostris, 
  victorem victae succubuisse queror. 
fama Pelasgiadas subito pervenit in urbes 
  decolor et factis infitianda tuis, 
quem numquam Iuno seriesque immensa laborum 5 
  fregerit, huic Iolen imposuisse iugum. 
hoc velit Eurystheus, velit hoc germana Tonantis, 
  laetaque sit vitae labe noverca tuae; 
at non ille velit, cui nox (si creditur) una 
  non tanti, ut tantus conciperere, fuit.   10 
plus tibi quam Iuno nocuit Venus: illa premendo 
  sustulit, haec humili sub pede colla tenet. 
respice vindicibus pacatum viribus orbem, 
  qua latam Nereus caerulus ambit humum. 
se tibi pax terrae, tibi se tuta aequora debent;  15 
  implesti meritis Solis utramque domum. 
quod te laturum est, caelum prius ipse tulisti: 
  Hercule supposito sidera fulsit Atlans. 
quid nisi notitia est misero quaesita pudori, 
  si cumulas turpi facta priora nota?   20 
tene ferunt geminos pressisse tenaciter angues, 
  cum tener in cunis iam Ioue dignus eras? 
coepisti melius quam desinis; ultima primis 
  cedunt: dissimiles hic vir et ille puer. 
quem non mille ferae, quem non Stheneleius hostis, 25 
  non potuit Iuno vincere, vincit amor. 
at bene nupta feror, quia nominer Herculis uxor, 
  sitque socer, rapidis qui tonat altus equis. 
quam male inaequales veniunt ad aratra iuvenci, 
  tam premitur magno coniuge nupta minor.  30 
non honor est sed onus species laesura ferentis: 
  siqua voles apte nubere, nube pari. 
vir mihi semper abest, et coniuge notior hospes 









































ipsa domo vidua votis operata pudicis   35 
  torqueor, infesto ne vir ab hoste cadat; 
inter serpentes aprosque avidosque leones 
  iactor et haesuros terna per ora canes. 
me pecudum fibrae simlacraque inania somni 
  ominaque arcana nocte petita movent.  40 
aucupor infelix incertae murmura famae 
  speque timor dubia spesque timore cadit. 
mater abest queriturque deo placuisse potenti, 
  nec pater Amphitryon nec puer Hyllus adest; 
arbiter Eurystheus irae Iunonis iniquae   45 
  sentitur nobis iraque longa deae. 
haec mihi ferre parum: peregrinos addis amores, 
  et mater de te quaelibet esse potest. 
non ego Partheniis temeratam vallibus Augen, 
  nec referam partus, Ormeni nympha, tuos;  50 
non tibi crimen erunt, Teuthrantia turba, sorores, 
  quarum de populo nulla relicta tibi est. 
una, recens crimen, referetur adultera nobis, 
  unde ego sum Lydo facta noverca Lamo. 
Maeandros, terris totiens errator in isdem,  55 
  qui lassas in se saepe retorquet aquas, 
vidit in Herculeo suspensa monilia collo 
  illo, cui caelum sarcina parua fuit. 
non puduit fortes auro cohibere lacertos, 
  et solidis gemmas opposuisse toris?   60 
nempe sub his animam pestis Nemeaea lacertis 
  edidit, unde umerus tegmina laevus habet! 
ausus es hirsutos mitra redimire capillos! 
  aptior Herculeae populus alba comae. 
nec te Maeonia lascivae more puellae   65 
  incingi zona dedecuisse putas? 
non tibi succurrit crudi Diomedis imago, 
  efferus humana qui dape pavit equas? 
si te vidisset cultu Busiris in isto, 
  huic victor victo nempe pudendus eras!  70 
103 
 




















同じ土地で何度も向きを変え、       55 
蛇行に疲れた水を自分の方へと何度も向けるマイアンドロス河28は、    





それからあなたの左の肩はその毛皮を身につけているのは確かだというのに。   
あなたは大胆にもヘアバンドを毛深い頭に巻いています。 
ヘーラクレースの髪には、白いポプラ31のほうがより相応しいのに。 
奔放な少女たちのように、マイオニア32の腰帯をあなたに巻きつけるのは    65 
相応しくなかったと思わないのですか。 






detrahat Antaeus duro redimicula collo, 
  ne pigeat molli succubuisse viro. 
inter Ioniacas calathum tenuisse puellas 
  diceris et dominae pertimuisse minas. 
non fugis, Alcide, victricem mille laborum  75 
  rasilibus calathis imposuisse manum 
crassaque robusto deducis pollice fila, 
  aequaque formosae pensa rependis erae? 
a! quoitiens, digitis dum torques stamina duris, 
  praevalidae fusos comminuere manus!  80 
[crederis infelix scuticae tremefactus habenis] 
  ante pedes dominae [pertimuisse minas... 
eximiis pompis, immania semina laudum] 
  factaque narrabas dissimulanda tibi: 
scilicet immanes elisis faucibus hydros   85 
  infantem, caudis inuoluisse manum, 
ut Tegeaeus aper cupressifero Erymantho 
  incubet et vasto pondere laedat humum. 
non tibi Threiciis adfixa penatibus ora, 
  non hominum pingues caede tacentur equae;  90 
prodigiumque triplex, armenti dives Hiberi 
  Geryones, quamvis in tribus unus erat; 
inque canes totidem trunco digestus ab uno 
  Cerberos implicitis angue minante comis; 
quaeque redundabat fecundo vulnere serpens  95 
  fertilis et damnis dives ab ipsa suis; 
quique inter laevumque latus laevumque lacertum 
  praegrave compressa fauce pependit onus; 
et male confisum pedibus formaque bimembri 
  pulsum Thessalicis agmen equestre iugis.  100 
haec tu Sidonio potes insignitus amictu 
  dicere? non cultu lingua retenta silet? 
se quoque nympha tuis ornavit Iardanis armis  
  et tulit e capto nota tropaea viro. 
i nunc, tolle animos et fortia facta recense:  105 


























 絡み合う髪の毛が人を脅かす蛇であるケルベロス44のことや、  














qua tanto minor es, quanto te, maxime rerum, 
  quam quos vicisti, vincere maius erat. 
illi procedit rerum mensura tuarum, 
  cede bonis: heres laudis amica tuae.   110 
o pudor! hirsuti costis exuta leonis 
  aspera texerunt vellera molle latus! 
falleris et nescis: non sunt spolia illa leonis, 
  sed tua, tuque feri victor es, illa tui. 
femina tela tulit Lernaeis atra venenis,   115 
  ferre gravem lana vix satis apta colum, 
instruxitque manum clava domitrice ferarum, 
  vidit et in speculo coniugis arma sui.  
haec tamen audieram; licuit non credere famae, 
  et venit ad sensus mollis ab aure dolor.  120 
ante meos oculos adducitur advena paelex, 
  nec mihi, quae patior, dissimulare licet. 
non sinis averti: mediam captiva per urbem 
  invitis oculis aspicienda venit. 
nec venit incultis captarum more capillis,  125 
  fortunam vultu fassa tacente suam; 
ingreditur late lato spectabilis auro, 
  qualiter in Phrygia tu quoque cultus eras. 
dat vultum populo sublimis ut Hercule victo: 
  Oechaliam vivo stare parente putes.   130 
forsitan et pulsa Aetolide Deianira 
  nomine deposito paelicis uxor erit, 
Eurytidosque Ioles et Aonii Alcidae 
  turpia famosus corpora iunget Hymen. 
mens fugit admonitu, frigusque parambulat artus,  135 
  et iacet in gremio languida facta manus. 
me quoque cum multis, sed me sine crimine amasti: 
  ne pigeat, pugnae bis tibi causa fui. 
cornua flens legit ripis Achelous in udis 
  truncaque limosa tempora mersit aqua;  140 
semivir occubuit in letifero Eveno 









































sed quid ego haec refero? scribenti nuntia venit 
  fama, virum tunicae tabe perire meae. 
ei mihi! quid feci? quo me furor egit amantem?  145 
  impia quid dubitas Deianira mori? 
an tuus in media coniunx lacerabitur Oeta, 
  tu sceleris tanti causa superstes eris? 
ecquid adhuc habeo facti, cur Herculis uxor 
  credar? coniugii mors mea pignus erit.  150 
tu quoque cognosces in me, Meleagre, sororem! 
  impia quid dubitas Deianira mori? 
heu deuota domus! solio sedet Agrios alto; 
  Oenea desertum nuda senecta premit; 
exulat ignotis Tydeus germanus in oris;   155 
  alter fatali vivus in igne fuit; 
exegit ferrum sua per praecordia mater. 
  impia quid dubitas Deianira mori? 
deprecor hoc unum per iura sacerrima lecti, 
  ne videar fatis insidiata tuis.   160 
Nessus, ut est avidum percussus arundine pectus, 
  “hic” dixit “vires sanguis amoris habet;” 
illita Nesseo misi tibi texta veneno. 
  impia quid dubitas Deianira mori? 
iamque vale, seniorque pater germanaque Gorge,  165 
  et patria et patriae frater adempte tuae, 
et tu lux oculis hodierna novissima nostris 






























私があなたの破滅を謀ったなどと思わないでください。    160 




















































































































































































































                                                                                                                                                     
いる。 
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 注 19参照。 
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 注 16参照。 
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XII. MEDEA IASONI 
 
At tibi Colchorum, memini, regina vacavi,  
ars mea cum peteres ut tibi ferret opem. 
tunc, quae dispensant mortalia fata, sorores 
debuerant fusos evoluisse meos. 
tum potui Medea mori bene: quidquid ab illo   5 
produxi vitam tempore, poena fuit.  
ei mihi! cur umquam iuvenalibus acta lacertis  
  Phrixeam petiit Pelias arbor ovem?  
cur umquam Colchi Magnetida vidimus Argon 
  turbaque Phasiacam Graia bibistis aquam?   10 
cur mihi plus aequo flavi placuere capilli  
  et decor et linguae gratia ficta tuae?  
aut, semel in nostras quoniam nova puppis harenas 
  venerat audacis attuleratque viros, 
isset anhelatos non praemedicatus in ignes       15 
  immemor Aesonides oraque adusta boum;  
semina iecisset, totidem quot semina et hostes,  
  ut caderet cultu cultor ab ipse suo. 
quantum perfidiae tecum, scelerate, perisset!   
dempta forent capiti quam mala multa meo!  20 
est aliqua ingrato meritum exprobrare voluptas: 
  hac fruar, haec de te gaudia sola feram.  
iussus inexpertam Colchos advertere puppim  
intrasti patriae regna beata meae.  
hoc illic Medea fui, nova nupta quod hic est;   25 
quam pater est illi, tam mihi dives erat.  
hic Ephyren bimarem, Scythia tenus ille nivosa  
omne tenet, Ponti qua plaga laeva iacet.  
Accipit hospitio iuvenes Aeeta Pelasgos,  
et premitis pictos, corpora Graia, toros.   30 
tunc ego te vidi, tunc coepi scire, quis esses;  
illa fuit mentis prima ruina meae. 
et vidi et perii nec notis ignibus arsi, 









































et formosus eras, et me mea fata trahebant:        35 
  abstulerant oculi lumina nostra tui. 
perfide, sensisti: quis enim bene celat amorem? 
  eminet indicio prodita flamma suo. 
dicitur interea tibi lex, ut dura ferorum 
  insolito premeres vomere colla boum.            40 
Martis erant tauri plus quam per cornua saeui, 
  quorum terribilis spiritus ignis erat; 
aere pedes solidi praetentaque naribus aera,  
  nigra per adflatus haec quoque facta suos.  
semina praeterea populos genitura iuberis   45 
  spargere devota lata per arva manu,  
qui peterent natis secum tua corpora telis: 
  illa est agricolae messis iniqua suo. 
lumina custodis succumbere nescia somno 
  ultimus est aliqua decipere arte labor.   50 
dixerat Aeetes; maesti consurgitis omnes,  
mensaque purpureos deserit alta toros.  
quam tibi tunc longe regnum dotale Creusae  
  et socer et magni nata Creontis erat! 
tristis abis; oculis abeuntem prosequor udis,  55 
  et dixit tenui murmure lingua “vale!”  
ut positum tetigi thalamo male saucia lectum,  
  acta est per lacrimas nox mihi, quanta fuit: 
ante oculos taurique meos segetesque nefandae,   
  ante meos oculos pervigil anguis erat.   60 
hinc amor, hinc timor est; ipsum timor auget amorem.  
  mane erat, et thalamo cara recepta soror  
disiectamque comas aversaque in ora iacentem  
  invenit, et lacrimis omnia plena meis.  
orat opem Minyis. alter petit, alter habebit:  65 
  Aesonio iuveni quod rogat illa, damus.  
est nemus et piceis et frondibus ilicis atrum:  
  vix illuc radiis solis adire licet. 
sunt in eo —fuerant certe— delubra Dianae; 









































noscis? an exciderunt mecum loca? venimus illuc; 
  orsus es infido sic prior ore loqui:  
“ius tibi et arbitrium nostrae fortuna salutis  
tradidit, inque tua est vitaque morsque manu. 
perdere posse sat est, siquem iuvet ipsa potestas;  75 
  sed tibi servatus gloria maior ero.  
per mala nostra precor, quorum potes esse levamen,  
  per genus et numen cuncta videntis avi,  
per triplicis vultus arcanaque sacra Dianae, 
  et si forte aliquos gens habet ista deos,  80 
o virgo, miserere mei, miserere meorum;  
  effice me meritis tempus in omne tuum.  
quodsi forte virum non dedignare Pelasgum— 
  sed mihi tam faciles unde meosque deos?— 
spiritus ante meus tenues vanescet in auras  85 
  quam thalamo nisi tu nupta sit ulla meo! 
conscia sit Iuno sacris praefecta maritis 
  et dea marmorea cuius in aede sumus!” 
haec animum —et quota pars haec sunt?— movere puellae  
  simplicis, et dextrae dextera iuncta meae.   90 
vidi etiam lacrimas —an pars est fraudis in illis? 
  sic cito sum verbis capta puella tuis.  
iungis et aeripedes inadusto corpore tauros  
  et solidam iusso vomere findis humum.  
arva venenatis pro semine dentibus imples,   95 
  nascitur et gladios scutaque miles habet.  
ipsa ego, quae dederam medicamina, pallida sedi,  
  cum vidi subitos arma tenere viros,  
donec terrigenae, facinus mirabile, fratres  
  inter se strictas conservere manus.   100 
insopor ecce vigil squamis crepitantibus horrens  
  sibilat et torto pectore verrit humum. 
dotis opes ubi erant? ubi erat tibi regia coniunx, 
  quique maris gemini distinet Isthmos aquas?  
illa ego, quae tibi sum nunc denique barbara facta, 105 









































flammea subduxi medicato lumina somno 
  et tibi, quae raperes, vellera tuta dedi.  
proditus est genitor, regnum patriamque reliqui; 
munus in exilio quod licet esse tuli.   110 
virginitas facta est peregrini praeda latronis; 
  optima cum cara matre relicta soror.  
At non te fugiens sine me, germane, reliqui! 
  deficit hoc uno littera nostra loco. 
quod facere ausa mea est, non audet scribere dextra;  115 
sic ego, sed tecum, dilaceranda fui! 
nec tamen extimui —quid enim post illa timerem?— 
credere me pelago, femina iamque nocens.  
numen ubi est? ubi di? meritas subeamus in alto,  
tu fraudis poenas, credulitatis ego!   120 
Compressos utinam Symplegades elisissent, 
  nostraque adhaererent ossibus ossa tuis; 
aut nos Scylla rapax canibus misisset edendos 
—debuit ingratis Scylla nocere viris; 
quaeque vomit totidem fluctus totidemque resorbet,  125 
  nos quoque Trinacriae subposuisset aquae! 
sospes ad Haemonias victorque reverteris urbes;  
  ponitur ad patrios aurea lana deos.  
Quid referam Peliae natas pietate nocentes  
  caesaque virginea membra paterna manu?   130 
ut culpent alii, tibi me laudare necesse est,  
  pro quo sum totiens esse coacta nocens.  
ausus es —o! iusto desunt sua verba dolori— 
  ausus es “Aesonia” dicere “cede domo!”  
iussa domo cessi natis comitata duobus   135 
  et, qui me sequitur semper, amore tui.  
ut subito nostras Hymen cantatus ad aures  
  venit, et accenso lampades igne micant, 
tibiaque effundit socialia carmina vobis,  
  at mihi funerea flebiliora tuba,    140 
pertimui, nec adhuc tantum scelus esse putabam; 









































turba ruunt et “Hymen” clamant “Hymenaee!” frequenter— 
  quo propior vox haec, hoc mihi peius erat.  
diversi flebant servi lacrimasque tegebant—  145 
quis vellet tanti nuntius esse mali?  
me quoque, quidquid erat, potius nescire iuvabat; 
  sed tamquam scirem, mens mea tristis erat,  
cum minor e pueris, iussus studione videndi,  
  constitit ad geminae limina prima foris:  150 
hinc mihi “mater abi! pompam pater” inquit “Iason  
ducit et adiunctos aureus urget equos!” 
protinus abscissa planxi mea pectora veste, 
  tuta nec a digitis ora fuere meis.  
ire animus mediae suadebat in agmina turbae   155 
  sertaque compositis demere rapta comis; 
vix me continui, quin sic laniata capillos  
  clamarem: “meus est!” iniceremque manus.  
laese pater, gaude! Colchi gaudete relicti!  
  inferias umbrae fratris habete mei!   160 
deseror, amissis regno patriaque domoque,  
  coniuge, qui nobis omnia solus erat! 
serpentis igitur potui taurosque furentes, 
  unum non potui perdomuisse virum; 
quaeque feros pepuli doctis medicatibus ignes,   165 
  non valeo flammas effugere ipsa meas.  
ipsi me cantus herbaeque artesque relinquunt; 
  nil dea, nil Hecates sacra potentis agunt.  
non mihi grata dies, noctes vigilantur amarae, 
  et tener a misero pectore somnus abest.  170 
quae me non possum, potui sopire draconem: 
  utilior cuivis quam mihi cura mea est.  
quos ego servavi, paelex amplectitur artus, 
  et nostri fructus illa laboris habet.  
forsitan et, stultae dum te iactare maritae   175 
  quaeris et iniustis auribus apta loqui,  
in faciem moresque meos nova crimina fingas: 









































rideat et Tyrio iaceat sublimis in ostro— 
  flebit et ardores vincet adusta meos!   180 
dum ferrum flammaeque aderunt sucusque veneni,  
  hostis Medeae nullus inultus erit. 
Quod si forte preces praecordia ferrea tangunt,  
  nunc animis audi verba minora meis! 
tam tibi sum supplex, quam tu mihi saepe fuisti,   185 
  nec moror ante tuos procubuisse pedes.  
si tibi sum vilis, communis respice natos: 
  saeviet in partus dira noverca meos.  
et nimium similes tibi sunt, et imagine tangor, 
  et quotiens video, lumina nostra madent.   190 
per superos oro, per avitae lumina flammae,  
  per meritum et natos, pignora nostra, duos, 
redde torum, pro quo tot res insana reliqui; 
  adde fidem dictis auxiliumque refer!  
non ego te imploro contra taurosque virosque,   195 
  utque tua serpens victa quiescat ope;  
te peto, quem merui, quem nobis ipse dedisti,  
  cum quo sum pariter facta parente parens.  
Dos ubi sit, quaeris? campo numeravimus illo,  
  qui tibi laturo vellus arandus erat.    200 
aureus ille aries villo spectabilis alto 
  dos mea, quam, dicam si tibi “redde”, neges.  
dos mea tu sospes, dos est mea Graia iuventus; 
  i nunc, Sisyphias, improbe, confer opes! 
quod vivis, quod habes nuptam socerumque potentis,  205 
  hoc ipsum, ingratus quod potes esse, meum est.  
quos equidem actutum —sed quid praedicere poenam  
  attinet? ingentis parturit ira minas. 
quo feret ira, sequar! facti fortasse pigebit; 
  et piget infido consuluisse viro.    210 
viderit ista deus, qui nunc mea pectora versat! 


















































































































































































































































































































































XIII. LAODAMIA PROTESILAO 
 
Mittit —et optat amans quo mittitur ire— salutem 
Haemonis Haemonio Laodamia viro. 
Aulide te fama est vento retinente morari; 
at me cum fugeres, hic ubi ventus erat? 
tum freta debuerant vestris obsistere remis;       5 
illud erat saevis utile tempus aquis. 
oscula plura viro mandataque plura dedissem, 
et sunt quae volui dicere multa tibi. 
raptus es hinc praeceps, et qui tua vela vocaret, 
quem cuperent nautae, non ego, ventus erat.    10 
ventus erat nautis aptus, non aptus amanti; 
solvor ab amplexu, Protesilae, tuo, 
linguaque mandantis verba imperfecta reliquit; 
vix illud potui dicere triste “vale.” 
incubuit Boreas abreptaque vela tetendit,         15 
iamque meus longe Protesilaus erat. 
dum potui spectare virum, spectare iuvabat, 
sumque tuos oculos usque secuta meis;  
ut te non poteram, poteram tua vela videre, 
vela diu vultus detinuere meos;               20 
at postquam nec te nec vela fugacia vidi, 
et quod spectarem nil nisi pontus erat, 
lux quoque tecum abiit, tenebrisque exanguis obortis 
succiduo dicor procubuisse genu. 
vix socer Iphiclus, vix me grandaeuus Acastus,   25 
vix mater gelida maesta refecit aqua; 
officium fecere pium sed inutile nobis: 
indignor miserae non licuisse mori. 
ut rediit animus, pariter rediere dolores; 
pectora legitimus casta momordit amor.        30 
nec mihi pectendos cura est praebere capillos, 
nec libet aurata corpora veste tegi. 
ut quas pampinea tetigisse Bicorniger hasta 









































conveniunt matres Phylleides et mihi clamant:    35 
“indue regales, Laodamia, sinus!” 
scilicet ipsa geram saturatas murice vestes, 
bella sub Iliacis moenibus ille gerat? 
ipsa comas pectar, galea caput ille prematur? 
ipsa novas vestes, dura vir arma ferat?         40 
quo possum, squalore tuos imitata labores 
dicar, et haec belli tempora tristis agam. 
Dyspari Priamide, damno formose tuorum, 
tam sis hostis iners, quam malus hospes eras!  
aut te Taenariae faciem culpasse maritae,         45 
aut illi vellem displicuisse tuam! 
tu, qui pro rapta nimium, Menelae, laboras, 
ei mihi! quam multis flebilis ultor eris. 
di, precor, a nobis omen removete sinistrum, 
et sua det reduci vir meus arma Iovi.          50 
sed timeo, quotiens subiit miserabile bellum; 
  more nivis lacrimae sole madentis eunt. 
Ilion et Tenedos Simoisque et Xanthus et Ide 
nomina sunt ipso paene timenda sono. 
nec rapere ausurus, nisi se defendere posset,      55 
hospes erat; vires noverat ille suas.  
venerat, ut fama est, multo spectabilis auro 
quique suo Phrygias corpore ferret opes, 
classe virisque potens, per quae fera bella geruntur― 
et sequitur regni pars quota quemque sui?      60 
his ego te victam, consors Ledaea gemellis, 
suspicor; haec Danais posse nocere puto. 
Hectora nescio quem timeo: Paris Hectora dixit 
  ferrea sanguinea bella movere manu; 
Hectora, quisquis is est, si sum tibi cara, caveto:   65 
  signatum memori pectore nomen habe. 
hunc ubi vitaris, alios vitare memento, 
  et multos illic Hectoras esse puta; 
et facito dicas, quotiens pugnare parabis: 
“parcere me iussit Laodamia sibi.”   70 
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si cadere Argolico fas est sub milite Troiam, 
te quoque non ullum vulnus habente cadat! 
pugnet et adversos tendat Menelaus in hostis, 
ut rapiat Paridi quam Paris ante sibi. 
inruat et causa quem vicit, vincat et armis;       75 
hostibus e mediis nupta petenda viro est.  
causa tua est dispar: tu tantum vivere pugna, 
inque pios dominae posse redire sinus! 
parcite, Dardanidae, de tot, precor, hostibus uni, 
ne meus ex illo corpore sanguis eat!   80 
non est quem deceat nudo concurrere ferro, 
saevaque in oppositos pectora ferre viros; 
fortius ille potest multo, quam pugnat, amare: 
bella gerant alii, Protesilaus amet! 
nunc fateor: volui revocare, animusque ferebat;   85 
  substitit auspicii lingua timore mali. 
cum foribus velles ad Troiam exire paternis, 
pes tuus offenso limine signa dedit. 
ut vidi, ingemui tacitoque in pectore dixi: 
“signa reversuri sint, precor, ista viri.”  90 
haec tibi nunc refero, ne sis animosus in armis; 
fac meus in ventos hic timor omnis eat. 
sors quoque nescioquem fato designat iniquo, 
qui primus Danaum Troada tangat humum. 
infelix, quae prima virum lugebit ademptum!     95 
di faciant, ne tu strenuus esse velis! 
inter mille rates tua sit millensima puppis, 
iamque fatigatas ultima verset aquas! 
hoc quoque praemoneo: de nave novissimus exi; 
non est, quo properes, terra paterna tibi.  100 
cum venies, remoque move veloque carinam 
inque tuo celerem litore siste gradum! 
sive latet Phoebus seu terris altior exstat, 
tu mihi luce dolor, tu mihi nocte venis;  
nocte tamen quam luce magis: nox grata puellis   105 









































aucupor in lecto mendaces caelibe somnos; 
dum careo veris, gaudia falsa iuvant. 
sed tua cur nobis pallens occurrit imago? 
cur venit a verbis multa querela tuis?          110 
excutior somno simulacraque noctis adoro; 
nulla caret fumo Thessalis ara meo: 
tura damus lacrimamque super, qua sparsa relucet, 
ut solet adfuso surgere flamma mero.  
quando ego, te reducem cupidis amplexa lacertis,  115 
languida laetitia solvar ab ipsa mea? 
quando erit, ut lecto mecum bene iunctus in uno 
militiae referas splendida facta tuae? 
quae mihi dum referes, quamvis audire iuvabit, 
multa tamen rapies oscula, multa dabis:        120 
semper in his apte narrantia verba resistunt; 
promptior est dulci lingua referre mora. 
sed cum Troia subit, subeunt ventique fretumque, 
spes bona sollicito victa timore cadit. 
hoc quoque, quod venti prohibent exire carinas,   125 
me movet: invitis ire paratis aquis. 
quis velit in patriam vento prohibente reverti? 
a patria pelago vela vetante datis! 
ipse suam non praebet iter Neptunus ad urbem: 
quo ruitis? vestras quisque redite domos.       130 
quo ruitis, Danai? ventos audite vetantis:  
  non subiti casus, numinis ista mora est.  
quid petitur tanto nisi turpis adultera bello? 
dum licet, Inachiae vertite vela rates! 
sed quid ago? revoco? revocaminis omen abesto,  135 
blandaque conpositas aura secundet aquas! 
Troasin invideo: quae si lacrimosa suorum 
funera conspicient nec procul hostis erit, 
ipsa suis manibus forti nova nupta marito 
imponet galeam Dardanaque arma dabit.      140 
arma dabit, dumque arma dabit, simul oscula sumet  









































producetque virum, dabit et mandata reverti 
et dicet: “referas ista fac arma Iovi!” 
ille ferens dominae mandata recentia secum     145 
pugnabit caute respicietque domum; 
exuet haec reduci clipeum galeamque resolvet 
excipietque suo corpora lassa sinu. 
nos sumus incertae, nos anxius omnia cogit, 
quae possunt fieri, facta putare timor.   150 
dum tamen arma geres diverso miles in orbe, 
quae referat vultus est mihi cera tuos: 
illi blanditias, illi tibi debita verba 
dicimus, amplexus accipit illa meos. 
crede mihi, plus est, quam quod videatur, imago:  155 
adde sonum cerae, Protesilaus erit. 
hanc specto teneoque sinu pro coniuge vero, 
et, tamquam possit verba referre, queror. 
per reditus corpusque tuum, mea numina, iuro, 
perque pares animi coniugiique faces,         160 
perque —quod, ut videam canis albere capillis, 
  intactum possis ipse referre— caput, 
me tibi venturam comitem, quocumque vocaris, 
sive —quod heu! timeo— sive superstes eris. 
ultima mandato claudetur epistula parvo:        165 
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